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1 事業の総括 

北九州市社会福祉ボランティア大学校では、「北九州市地域福祉計画」や「北九州市

地域福祉活動第五次計画～住民ふくしの元気プラン～」を効果的に推進させるため、

民生委員・児童委員協議会や社会福祉施設等と連携しながら、高齢者、生活困窮者、

認知症のある人、引きこもり等の課題を抱えた人たちを支援するために、地域コミュ

ニティに福祉の視点で取り組む人材の養成・育成を目指し、研修の充実を図りました。 

今年度、重点的に取り組んだ「ふくしのまちづくり講座」では、各校(地)区主導の

基に地域の人材発掘や地域の課題発見、解決を進めていき、地域住民による「地域単

位での生活支援力」を高める研修を実施しました。 

また、前年度この講座を実施した 11箇所でその後の状況を確認すると、新たな地域

活動参加者として 110人が報告されるなど研修成果も見えてきました。 

新規で取り組んだ「生活支援活動の担い手養成講座」では、住み慣れた地域で安心

して暮らし続けることができるよう、実際に活動している団体からの地域紹介を通じ

て「助け合い」の重要性について学べる研修となりました。 

研修全般では、本会の基本理念である「みんなが安心して暮らせる支え合いのまち

づくり」の実現に向け、ボランティア活動の推進や地域福祉の向上に務めながら、関

係機関・団体との連携のもと、延べ 2,993人に対し研修を実施することができました。 

また、今年度は市内の約 2,000 社を対象に「企業における社会貢献活動に関するア

ンケート調査」を実施しました。これからの地域共生社会の実現に向けた取り組みを

推進していくため、今後活動が期待される企業から得た情報を基に、社会貢献活動の

取り組みや活動に取り組むうえでの課題などを整理し、活動に取り組みやすい環境づ

くりやその支援などについても検討してまいります。 
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２ 研修実施状況一覧 

（１） 新たなボランティア・市民活動の担い手の養成 

○ まちづくりセミナー                     詳細 №1 

○ ふくしのまちづくり講座                   詳細 №2～13 

研修名 受講者 
開催 
回数 

開催 
日数/回 

延開催 
日数 

延参加 
人数 

開催月 

まちづくりセミナー 市民 1 5  5   102 6 

ふくしのまちづくり講座 校区住民 12 1～4 29  1,050 5～2 

計 13 － 34  1,152  － 

 ※ふくしのまちづくり講座については、新型コロナウイルス拡大防止のため 5回分を次年度に延期 

（２） テーマ型ボランティア・市民活動者の人材育成 

① 入門者 

○ 福祉有償運送運転協力者研修                詳細 №14～19 

○ 傾聴ボランティア養成講座                 詳細 №20 

○ 私にもできる災害ボランティア入門講座           詳細 №21 

○ 生活支援活動の担い手養成講座               詳細 №22 

② 活動者 

○ 送迎ボランティア・フォローアップ研修           詳細 №23 

○ 傾聴ボランティア・フォローアップ研修           詳細 №24 

○ 災害ボランティア・フォローアップ研修           詳細 №25 

③ リーダー 

○ ボランティアリーダー研修                 詳細 №26 

研 修 名  受 講 者 
開催 

回数 

開催 

日数/回 

延開催 

日数 

延参加 

人数 
開催月 

入 

門 

者 

福祉有償運送 

運転協力者研修 

福祉有償運送実施団体

で運転を希望する者 
3  2  5    66 5～2 

傾聴ボランティア 

養成講座 
市民 1  2  2    85 8 

私にもできる災害 

ボランティア入門講座 
市民 1  1  1    32 7 

生活支援活動の担い

手養成講座 
市民 1  2  2    56 7 

活 

動 

者 

送迎ボランティア・ 

フォローアップ研修 
送迎ボランティア 1  1  1    16 5 

傾聴ボランティア・ 

フォローアップ研修 
傾聴ボランティア 1  1  1    46 4 

災害ボランティア・ 

フォローアップ研修 

災害ボランティア入門

講座受講者等 
1  1  1    44 9 

リ
ー
ダ
ー 

ボランティア 

リーダー研修 

リーダー 

次期リーダー 
1  1  1    20 10 

計  10 － 14   365 － 
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（３） 小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の人材育成 

① 新任者 

○ 新任福祉協力員等研修                    詳細 №27～34 

② 現任者 

○ 現任福祉協力員研修                     詳細 №35～41 

○ 地域福祉活動専門研修                    詳細 №42 

③ 役員 

○ 地域福祉活動指導者研修「トップセミナー」          詳細 №43 

○ 校(地)区社会福祉協議会 新任役員研修             詳細 №44 

○ まちづくりゼミナール                    詳細 №45 

研 修 名  受 講 者 
開催 

回数 

開催 

日数/回 

延開催 

日数 

延参加 

人数 
開催月 

新
任
者 

新任福祉協力員等研修 新任福祉協力員等  8  1  8   298 6～11 

現
任
者 

現任福祉協力員研修 現任福祉協力員等  7  1  7   265 9～12 

地域福祉活動専門研修 校(地)区社協の実務者  1  1  1    83 12 

役 

員 

地域福祉活動指導者研

修「トップセミナー」 
校(地)区社協役員  1  1  1   540 10 

校(地)区社協 

新任役員研修 
校(地)区社協新任役員  1  1  1    90 6 

まちづくりゼミナール 
校(地)区社協・まち協役

員、民生委員等 
 1  3  3    87 9～11 

計 19 － 21 1,363 － 

（４） 企業におけるボランティア・市民活動者の人材育成 

○ 企業の社会貢献活動セミナー                 詳細 №46 

○ 社会福祉法人の社会貢献活動セミナー             詳細 №47 

研 修 名  受 講 者 
開催 

回数 

開催 

日数/回 

延開催 

日数 

延参加 

人数 
開催月 

企業の 

社会貢献活動セミナー 

企業の社会貢献活動

担当者等 
1 1 1   20 1 

社会福祉法人の 

社会貢献活動セミナー 

社会福祉法人の社会

貢献活動担当者等 
－ － － － － 

計 1 － 1   20 － 

※社会福祉法人の社会貢献活動セミナーについては、新型コロナウイルス拡大防止のため中止 
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（５） ボランティア・市民活動支援者の育成 

○ ボランティアコーディネート研修               詳細 №48 

研 修 名  受 講 者 
開催 

回数 

開催 

日数/回 

延開催 

日数 

延参加 

人数 
開催月 

ボランティア 

コーディネート研修 

施設・団体等でボラン

ティアコーディネー

ションに関わる職員 

2 1 2    33 7～10 

 

３ 調査・研究・広報 

（１）広報紙・パンフレット・事業報告書の作成 

（２）市内の企業における社会貢献活動に関するアンケート調査 

                         （依頼 2,062社 回答 410社） 

 

 

４ 過年度の参加者推移 

（１）新たなボランティア・市民活動の担い手の養成 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 8 26 998 

平成 28年度 8 26 886 

平成 29年度 12 39 1,208 

平成 30年度 12 36 1,216 

令和元年度 13 34 1,152 

 

（２）テーマ型ボランティア・市民活動者の人材育成 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 9 14 306 

平成 28年度 9 14 263 

平成 29年度 12 16 340 

平成 30年度 11 15 346 

令和元年度 10 14 365 

 

資 料 名 発行部数 発 行 日 

「ひと＆ひと」 

（『きたきゅうしゅう市社協だより』掲載） 
172,000 部 

令和元年 5月 1 日・8 月 1日 

11月 1日・令和 2年 1月 15日 

パンフレット 

「やさしさの広がるまちづくり」 
4,500部 平成 31 年 4月 2日 

平成 30年度事業報告書 ＨＰ掲載 令和元年 5月 13日 

北九州市内の企業における社会貢献活動に

関するアンケート調査 
ＨＰ掲載 令和 2年 3月 31日 
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（３）小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の人材育成 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 19 23 1,953 

平成 28年度 19 23 1,217 

平成 29年度 19 21 1,185 

平成 30年度 19 21 1,354 

令和元年度 19 21 1,363 

 

 

（４）企業におけるボランティア・市民活動者の人材育成 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 1 1  30 

平成 28年度 1 1 102 

平成 29年度 2 2 69 

平成 30年度 2 2 45 

令和元年度 1 1 20 

 

 

（５）ボランティア・市民活動支援者の育成 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 1 1 32 

平成 28年度 1 2 38 

平成 29年度 1 1 32 

平成 30年度 2 2 37 

令和元年度 2 2 33 
 
 

 

（６）延べ研修参加人数 

年 度 開催回数（回） 延べ開催日数（日） 参加実人数（人） 

平成 27年度 39 66 4,050※  

平成 28年度 38 66 2,506 

平成 29年度 47 80 2,900 

平成 30年度 46 76 2,998 

令和元年度 45 72 2,933 

(※)市社協創設５０周年記念特別講演参加者８００名を含む 
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― 令和元年度 ― 

まちづくりセミナー 実施要領 
「高めよう！自分の魅力！まちの魅力！」 

 

１ 趣  旨    人生豊かに過ごすには、心も身体も健康に過ごすことが大切です。その

為には人と人とのつながりが不可欠であり、心地良いコミュニケーション

を育みながら、小さな思いやりの積み重ねで人もまちも成長していくのだ

と思います。 

この講座は、まず自分の心と向き合いながら自身を高め、まちづくりの

取組みについて小さなヒントを学び、実行に向けて心の種を植え、育てて

いく講座です。 

 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 研修日程   令和元年 6月 1日、6月 8日、6月 15日、6月 22日、6月 29日 

土曜日（全 5回）（10：00～12：00） 

４ 会  場   ウェルとばた 12階 H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 
         ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

５ 対 象 者   テーマに関心のある方 30名 
         ※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

６ 受 講 料   700円（研修初日にお渡しする納付書により、金融機関でお支払い下さい。） 

７ 研修内容   

回 数 内     容 講  師  等 

① 
魅力ある自分づくり 

～感情のマネジメント 

西南女学院大学 保健福祉学部教授 

北九州市立大学 名誉教授 

臨床心理士   中島 俊介 

② 
心地良い人間関係   

～幸せなコミュニケーションのコツ 

(株)井筒屋 

営業政策室 営業企画グループ 

営業企画担当 祝迫 五輪子 

③ 
みんなが笑顔になれる未来 

～防災を通じて感じたこと 

Ｓａｙ！輪（セイリング） 

代 表    古賀 由布子 

④ 
まちづくりのヒント 

～素晴らしいとこ発見 (株)まちづくり計画研究所 

代表取締役   今泉 重敏 
⑤ 

魅力あるまちづくり 

～ずっと住んでいたい自分にできること  
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

33 
人 

26 
人 102 

人 
64.4 

才 

延 

５ 

日 

延 

10 

時間 16 ・ 17 78.8 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 色々な講師が、ためになる講座内容も良かったし、参加して楽しかった。 

■ 全てにおいて、コミュニティの大切さを感じた。 

■ おとなりさんとのおしゃべりを通して、コミュニケーションの楽しさを味わった。 

■ 私も地域で活動をしているが、笑顔で前向きに物事を考えていきたいと力がわいて 

 きた。 

■ 視点を変える事の大切さ、喜びを教えて頂いた。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ ５回を通し、自分と向き合いながら自身を高め、人とコミュニケーションをとりな 

 がら、まちづくりの為に何ができるかと考えた。いろいろなヒントが各回にあり 

 受講生にとっては学びが多い研修だと評価は高かった。ワークショップを取り入れ 

■ ながら、受講生同士のコミュニケーションも図れた。 
 

■ 研修風景 

魅
力
あ
る
自
分
づ
く
り
① 

 

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
未
来
③ 

 

心
地
良
い
人
間
関
係
② 

 

ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
④
⑤ 

  

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

20 
件 

満足 
できたか？ 

14 5 1 0 0 

76.9 ％ 70.0% 25.0 % 5.0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座(門司区･萩ヶ丘校区) 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進め、校区の福祉課

題への対応力の向上や、新たな協力者の発掘など、安心・安全なまちづく

りに向け、校区社協・市社協が協働で講座を開催するものです。 

萩ヶ丘校区では、校区の喫緊の課題である災害時の福祉救援体制づくり

をテーマに、参加者が自らのまちの強みや課題を知り、今後の取り組みに

ついて考えることで、活動をさらに充実させることを 目的に、講座を開

催します。 

そして、これらの取り組みを通じ、地域でともに活躍できる仲間を増や

すきっかけづくりやノウハウを習得することを目指します。 

２ 実施主体   萩ヶ丘校区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   萩ヶ丘市民センター（門司区大里戸ノ上三丁目８－１） 

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「みんなでつくる安心・安全な萩ヶ丘のまちづくり」 

７ 研修日程・内容   

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

６月 

２２日 

（土） 

10：00 

～ 
開 会・オリエンテーション 萩ヶ丘校区社会福祉協議会 

10：10 
～ 

12：00 

福祉講座 

① 「知って安心 災害への備え」 

② 「幸せ芽生える萩ヶ丘」 

―小地域福祉活動計画の推進― 

北九州市危機管理室 

門司区社会福祉協議会 

二日目 
 

２月 

２５日 

（火） 

18：00 
～ 

20：00 

福祉講座 

（１）「幸せ芽生える萩ヶ丘」 

  小地域福祉活動計画の推進 

（２）「災害に強いまちづくり」 

平成30年7月豪雨災害体験報告会 

門司区事務所  

主事 宇都宮 慎吾 

 

奥田中町内会 

会長 渡邊 悟 
萩ヶ丘地区民生委員・児童委員協議会 

会長 岡田 勝彦 
萩ヶ丘市民センター 
館長 武藤 香子 

 
 

三日目 
 

３月 

２８日 

（土） 

 

延期 

 

10：00 
～ 

12：00 

住民福祉講座 

（１）「幸せ芽生える萩ヶ丘」 

  小地域福祉活動計画の推進 

（２）「災害に強いまちづくり」 

  講義・意見交換 

公立大学法人 北九州市立大学 

地域共生教育センター  

特任教員 村江 史年 

閉 会 萩ヶ丘校区社会福祉協議会 
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■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

－ 
人 61 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

4 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 災害の経験は忘れがちになるので、常に認識を高く持つことが必要。自分の命は、 

■ 自分で守る事ができれば、5ヵ年計画の第一歩になると思う。 

■ 館長、町内会長、民生委員長の災害時の実体験を通した話を聞けて、危機管理時の 

■ 大切なことに気付くことができた。できることは日々やっていきたい。 

■  

■  

■  
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 平成３０年７月豪雨災害体験報告会で体験者の話を聞く事ができ、参考になったと 

■ いう意見が多数を占めた。校区でできることを取り組むきっかけになったと思う。 

■ 第３回目については、新型コロナウイルス拡大防止のため次年度へ延期。 
 

■ 研修風景 

萩
ヶ
丘
校
区 

社
会
福
祉
協
議
会
会
長 

 
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
研
修 

 

 

 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

 
件 

満足 
できたか？ 

     

 ％  %  %  %  %  % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座(門司区･大里東校区) 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進め、校区の福祉課

題への対応力の向上や、新たな協力者の発掘など、安心・安全なまちづく

りに向け、校区社協・市社協が協働で講座を開催するものです。 

大里東校区では、校区の喫緊の課題である生活支援や災害時の福祉救援

体制づくりをテーマに、参加者が自らのまちの強みや課題を知り、今後の

取り組みについて考え、活動をさらに充実させることを目的に、講座を開

催します。 

さらに、実際の取り組みを通じ、地域でともに活躍できる仲間を増やす

きっかけづくりやノウハウを習得することを目指します。 

２ 実施主体   大里東校区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   １日目：高須市民センター(若松区高須北１-１-２) 

２、３日目：大里東市民センター(門司区下二十町３－７)  

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「みんなでつくる安心・安全な大里東のまちづくり」 

７ 研修日程・内容  

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

1月 
20日 
（月） 

13：30 
～ 

15：30 

開 会・オリエンテーション 大里東校区社会福祉協議会 

視察研修 

「お互い様のしくみづくり」 

―若松区高須地区の生活支援― 

若松区高須地区社協 
会長 香月 英彦 氏 
地域生活支援相談員 

二日目 
 

2月 
29日 
（土） 

 
 

延期 

10：00 
～ 

12：00 

住民福祉講座 

「平成30年7月豪雨災害体験報告会」 

コーディネーター  

北九州市社会福祉ボランティア大学校 

校長 久塚 純一 

パネラー 

大里東３・４・５丁目町内会 

会長 熊谷 照彦 

大里東市民センター 

館長 酒井 孝子 

社会福祉法人 孝徳会 

軽費老人ホーム やはず荘 

施設長 遠藤 茂俊 
三日目 

 
3月 

23日 
（月） 

 
延期 

10：00 
～ 

12：00 

福祉講座 

「知って安心 災害への備え」 

―実際の被害を踏まえた図上訓練― 
門司消防署 

閉 会 大里東校区社会福祉協議会 
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■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

－ 
人 14 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 大変有意義な話をありがとうございました。今日の話を活かして町づくりをして 

■ いきたいと思う。 

■ 非常に勉強になった。校区に持ち帰り検討したい。 

■  
■  

■  

■  
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 生活支援相談員を立ち上げる計画をしているので、他地区の活動を聞きに行った。 

■ とても参考になったとの意見が多く、今後の地域活動に活かせる視察となった。 

■ ２．３回目については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に延期。 
 

■ 研修風景 

大
里
東
校
区
会
長 

 
高
須
ち
ょ
こ
っ
と
応
援
タ
イ
活
動
説
明 

 

 

 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

 
件 

満足 
できたか？ 

     

 ％  %  %  %  %  % 



新たなボランティア・市民活動の担い手の養成 №4 

12 

 

― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（小倉北区・富野校区） 実施要領 
 

１ 趣  旨  「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、 

地域の課題解決や新たな人材の獲得を目指し、校(地)区社協・区社協・

市社協が協働で開催するものです。 

富野に芽吹いた新たな助け合いの輪をしっかりと根づかせ、校区全 

       体に拡げていくため、先進地域の取り組みに学び、地域住民同士が支 

       え合う“助け合いのまちづくり”について話し合います。 

２ 実施主体  富野校区・北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会  場  富野市民センター（小倉北区須賀町６番２３号） 

４ 対 象 者  地域にお住まいの方 

５ 受 講 料  無料 

６ タイトル  「富野でず～っと暮らしたい！ 

～広げよう！おたすけ・おせっかいの輪」 

７  研修日程・内容  

 

日 程 内     容    講  師  等 

一日目 

 9月 

26日 

（木） 

13：00 
～ 
 

開 会 
富野校区社会福祉協議会 
 会 長  金丸 善久 

オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

13：10 
～ 

14：40 

【講義】 

「みんなが安心して住み続けられる 

         まちを目指して」 

住民流福祉ネットワーク 

福岡ブロックリーダー  

池本 賢一 

14：40 
～ 

15：30 

【事例発表】 

「広げよう！おたすけ・ 

おせっかいの輪」 

小文字えん .お助けお節会 

会 長   勅使河原 秀喜 

民生委員   中牟田   三千代 

二日目 

１０月 

２９日 

（火） 

 
13：00 
～ 

14：30 
 

【事例発表】 

「地域みんなで支え合い！ 

たかすちょこっと応援タイ」 

若松区高須地区社会福祉協議会 
会 長    香月  英彦 

生活支援相談員  .山口  保浩 
     山本  直子 

14：30 
～ 

15：30 

【グループワーク】 

「支え上手・支えられ上手な人が 

あふれるまち富野」 

北九州市社会福祉協議会 
小倉北区事務所 
（小倉北区社会福祉協議会） 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

35 
人 86 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

5 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 支え合いマップ作りが重要であることがわかった。 

■ これからの自分の活動の参考になった。お互いさまという気持ちで助け合うと 

■ いうこと。社会への参加など色々と考えさせられた。 

■ 色々な取組を知って有意義だった。 

■ 先、将来を見通した問題の整理は、大変重要なことがわかった。 

■ 日頃の悩みを発表できてよかった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回、他地区と自地区の両方の事例発表を取り入れたので、現状の小倉北区で  

 の取組みを知る事ができ、それを踏まえた上での他地区の発表は、スムーズに 

 イメージもしやすく、参考になったという声が多数あった。 

■ グループワークではどの班もワークを通して交流も深まったようだった。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 み
ん
な
が
安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て 

 

地
域
み
ん
な
で
支
え
合
い
！ 

 

た
か
す
ち
ょ
こ
っ
と
応
援
タ
イ 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

 
 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

17 
件 

満足 
できたか？ 

10 7 0 0 0 

48.6 ％ 58.8 % 41.2 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（小倉北区・中島校区） 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、 

地域の課題解決や新たな人材の獲得を目指し、校(地)区社協・区社協・ 

市社協が協働で開催するものです。 

中島校区では、講座を通して、参加者が、あらためて地域のことを 

学んだり、住民同士の交流をはかり、住民一人ひとりの安心な暮らし 

を守るために、参加者全員でこれからの地域福祉活動の進め方につい 

て共有を図ることを目的としています。 

２ 実施主体   中島校区・北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会  場   中島市民センター（小倉北区昭和町１６番２号） 

４ 対 象 者   福祉協力員（町内会長）・ニーズ対応員（組長） 

民生委員・児童委員、地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ テ ー マ   「ず~っと中島で暮らしたい！ 

～住みなれた地域でつくる 心ゆたかなくらし~」 

７  研修日程・内容   

日 程 内     容    講  師  等 

一日目 
 

１１月 

２５日
（月） 

19：00 
～ 

 

開 会 
中島校区社会福祉協議会 

   会長 苅北 憲佳 

オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

19：10 
～ 

20：30 
ふれあいネットワーク活動について 

北九州市社会福祉協議会 

小倉北区事務所（小倉北区社協） 

地域支援コーディネーター 

      工藤 恵子 

二日目 
 

１月 

２７日 

（月） 

19：00 
～ 連絡事項など 中島校区社会福祉協議会 

19：10 
～ 

20：30 

あなたもよし 私もよし 

～にこにこコミュニケーション～ 

コミュニケーションアドバイザー 

櫻木 壽子 

三日目 
 

２月 

１７日 
（月） 

19：00 
～ 連絡事項など 中島校区社会福祉協議会 

19：10 
～ 

20：30 

あんしんな暮らしのお手伝い 

～地域福祉権利擁護事業・ 

成年後見制度について～ 

北九州市社会福祉協議会 

権利擁護・市民後見センター「らいと」 

   課長 南里 佳代子 

閉 会 
中島校区社会福祉協議会 

   会長 苅北 憲佳 
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①②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

42 
人 137 

人 
－ 

才 

延 

3 

日 

延 

5 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ １人暮らしなので大変ためになった。 

■ 地域福祉権利擁護事業が演習でよくわかった。身内以外に支援してくれる制度がある 

■ ことを知って安心した。 

■ 相手を受け入れる。否定をしない。いい勉強ができた。コミュニケーションの中身が 

■ 見えた。実践していきたい。 

■ 「気付き」の具体例が分かりやすかった。地域活動の必要性がわかった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 成年後見制度はあまり聞きなれない言葉かと思ったが、もう少し勉強したい。などの 

 意見や質問も活発にあり、関心が高いようだった。 

■ ３回を通して、演劇やワークなど様々なアプローチ法は、受講者を飽きさせず、最後 

■ まで楽しく学んでいるようだった。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に
つ
い
て 

 

あ
な
た
も
よ
し 

私
も
よ
し 

～
に
こ
に
こ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
～ 

 
あ
ん
し
ん
な
暮
ら
し
の
お
手
伝
い 

～
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
～ 

 

 

 
 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

24 
件 

満足 
できたか？ 

11 11 0 0 0 

57.1 ％ 45.8 % 45.8 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（小倉南区・企救丘校区） 実施要領 
 

１ 趣  旨    「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、校区社協・区社協・市社協が協働

で講座を開催するものです。 

講座を通して、参加者が地域の現状を学んだり、活動者との交流を図る

ことで、ボランティアへの関心を高めていただくとともに、新たに地域で

活躍できる活動層の拡大を目的としています。 

２ 実施主体   企救丘校区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   企救丘市民センター（小倉南区徳力４－１７－５） 

４ 対 象 者   地域にお住いの方（全４回参加できる方） 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「キクボで安心なまちづくり」 

７ 研修日程・内容   

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

５月 

３０日 

（木） 

14：00 
～ 開 会・オリエンテーション 企救丘校区社会福祉協議会 

14：10 
～ 

15：30 

まちをチームにするために 

「秘密基地」からやってきた!! 

一般社団法人 まちはチームだ 

 創生塾事務局長 中川 康文 

二日目 
 

６月 

２０日 

（木） 

14：00 
～ 

15：30 SNSを使ってラクに生きる 

三日目 
 

９月 

１９日 

（木） 

14：00 
～ 

15：30 

困ったときのための 

「キクボ」というチーム 

四日目 
 

１１月 

２１日 

（木） 

14：00 
～ 

15：20 

今日からあなたも 

キクボになろう！ 

～ 
15：30 閉 会 企救丘校区社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

21 
人 117 

人 
－ 

才 

延 

4 

日 

延 

6 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 日頃からの地域のつながりが災害時に被害を最小限におさえることができるので、何 

■ かが起こる前にしっかりと地域で話し合っておきたい。 

■ SNSは、タイムリーな情報を情報共有できるので、地域で上手に使っていきたい。 

■ 平時に皆が集まり、有事の対応を考えるのは非常に有効であると思う。 

■ 防災に対する必要性と自分が何をすべきかが見えてきた。 

■ 「キクボ」の取組みがもっと校区内に広がるようにしていきたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 市民センターのロビーで開催することにより、気になる方が誰でも気軽に参加出来る 

 仕組みが良かった。 

■ 研修前には災害に関心がない方も多くいたが、研修後には積極的に関心をもつ方が増 

■ え、今後の校区独自の「キクボ」という活動の広がりも期待できる。 
 

■ 研修風景 

ま
ち
を
チ
ー
ム
に
す
る
た
め
に 

「
秘
密
基
地
」
か
ら
や
っ
て
き
た
！ 

 

困
っ
た
と
き
の
た
め
の 

「
キ
ク
ボ
」
と
い
う
チ
ー
ム 

 

S

N

S
を
使
っ
て
ラ
ク
に
生
き
る 

 

今
日
か
ら
あ
な
た
も 

キ
ク
ボ
に
な
ろ
う
！ 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

12 
件 

満足 
できたか？ 

6 5 0 0 0 

57.1 ％ 50.0 % 41.7 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（小倉南区・志井校区） 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、校区社協・区社協・市社協が協働

で講座を開催するものです。 

講座を通して、参加者が、あらためて地域のことを学んだり、活動者と

の交流をはかったりして、ボランティアへの関心を高めてもらうことを目

的とし、地域で活躍できる新たなボランティアの獲得を図ります。 

２ 実施主体   志井校区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   志井市民センター（小倉南区大字志井２７９番地） 

４ 対 象 者   地域にお住いの方（全３回参加できる方） 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「地域の福祉課題・解決手法を学び、みんなで取り組もう」 

７ 研修日程・内容    

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

１２月 

６日 

（金） 

19：00 
～ 開 会・オリエンテーション 志井校区社会福祉協議会 

19：10 
～ 

21：00 

「志井校区の福祉課題を学ぼう！」  
～災害に対応する方策や 

防災訓練から学ぶ～ 

北九州市立大学 

地域共生教育センター 

 特任教員 村江 史年 

二日目 
 

１月 

１７日 

（金） 

19：00 
～ 

21：00 

「福祉課題の解決手法を学んで、 

仲間を増やそう」 
～ふれあいネットワーク活動・ 

福祉マップの役割～ 

北九州市社会福祉協議会 

小倉南区事務所 

北九州市立大学 

地域共生教育センター 

 特任教員 村江 史年 

三日目 
 

３月 

６日 

（金） 

 

延期 

19：00 
～ 

21：00 

「様々な活動の取り組みから 

地域活動を共感しよう」 
～連絡網の活用・相互支援 

体制の確立に向けて～ 

北九州市立大学 

地域共生教育センター 

 特任教員 村江 史年 

21：00 閉 会 志井校区社会福祉協議会 
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■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

－ 
人 80 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

4 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 同じ町内の方としっかり顔を合わせて意見を出し合い、１つのテーマに取り組むこと 

■ ができたため、有意義な時間だった。 

■ 昔に比べて、顔なじみになるきっかけが少ないので、これから何か始めていかないと 

■ いけないと思った講座だった。 

■ 福祉協力員として自覚を持つことができ、地域のために役に立ちたいと思った。 

■  

■  
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ グループワークを中心に研修を進めて行く中で、校区全体の課題を共有することがで 

■ き、今後の地域活動の発展に期待できると感じた。 

■ ３回目については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に延期。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 
福
祉
課
題
の
解
決
手
法
を
学
ん
で 

仲
間
を
増
や
そ
う 

 

志
井
校
区
の
福
祉
課
題
を
学
ぼ
う 

 

様
々
な
活
動
の
取
り
組
み
か
ら 

地
域
活
動
を
共
感
し
よ
う 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

 
件 

満足 
できたか？ 

     

 ％  %  %  %  %  % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（若松区・浜町地区） 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、地区社協・市社協が協働で講座を

開催するものです。 

浜町地区では、講座を通して、参加者が、あらためて地域のことを学ん

だり、活動者との交流をはかったりして、ボランティアへの関心を高めて

もらうことを目的とし、地域で活躍できる新たなボランティアの獲得を図

ります。 

２ 実施主体   浜町地区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   若松中央市民センター（若松区浜町１丁目１−２） 

４ 対 象 者   地域にお住いの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「みんなが安心して暮らせる支えあいのまちをめざして」 

７ 研修日程・内容  

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

６月 

２８日 

（金） 

10：00 
～ 開会・オリエンテーション 浜町地区社会福祉協議会 

10：00 
～ 

12：00 
車イス体験をしてみよう 

（公財）北九州市身体障害者福祉協会 

北九州市立東部障害者福祉会館 

館  長 森 聖子 

事業担当 時枝 義男 

二日目 
 

８月 

３０日 

（金） 

10：00  
～ 

13：00 
避難所運営について考えよう 

特定非営利活動法人 KID's work 

 代  表  大久保 大助 

三日目 
 

９月 

２８日 
（土） 

9：00 
～ 

12：00 
避難訓練 浜町地区社会福祉協議会 

四日目 
 

１１月 

２２日 
（金） 

10：30 
～ 

12：00 
バス視察 朝倉へ 

松末地域コミュニティ協議会 

事務局長  日隈 繁夫 
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①

② ③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

20 
人 142 

人 
－ 

才 

延 

4 

日 

延 

11 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 車椅子の具体的説明や肢体不自由な方への対応の心構えなど、又、目の不自由な方の 

■ 事も理解でき、とても有意義な時間だった。 

■ ポリ袋防災クッキングは大変よかった。常日頃から知識として身につけてないと、 

■ とっさの時にはできないと思う。 

■ 高齢者でもわかりやすく、避難の仕方がわかった。 

■ 被災地の現場を目の前にし事前の備えも必要だがその場の判断が要る事を実感した。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回は災害がテーマだった。避難時に障害のある方のお手伝いが出来るように車イス 

 や白杖を体験。避難所で作る防災クッキングを実習試食。ＨＵＧ体験。そして 

 バス視察で朝倉の方に行き、被災地の現場を見て話を聞いた。 

■ 全４回すべて大変勉強になり、地区の方も安全に生活できる街にしたいと決意を 

■ 新たにしていた。 
 

■ 研修風景 

車
イ
ス
を
体
験
し
よ
う
① 

 
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
考
え
よ
う
② 

 

避
難
訓
練
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）
③ 

 

 

朝
倉
へ
バ
ス
視
察
④ 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

20 
件 

満足 
できたか？ 

18 1 1 0 0 

100.0 ％ 90.0 % 5.0 % 5.0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（若松区・若松地区） 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、地区社協・市社協が協働で講座を

開催するものです。 

若松地区では、講座を通して、参加者が、あらためて地域のことを学ん

だり、活動者との交流をはかったりして、ボランティアへの関心を高めて

もらうことを目的とし、地域で活躍できる新たなボランティアの獲得を図

ります。 

２ 実施主体   若松地区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   昭和公民館（若松区老松１丁目６−１７）１F大広間 【定員６０名】 

４ 対 象 者   地域にお住いの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「備えよう！災害は突然やってくる」 

７ 研修日程・内容  

  

 

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

２月 

４日 

（火） 

19：00 
～ 開 会・オリエンテーション 若松地区社会福祉協議会 

19：05 
～ 

20：30 
「知って安心、災害への備え」 

特定非営利活動法人 

KID’s work 

代表 大久保 大助 

二日目 
 

２月 

１８日 

（火） 

19：00  
～ 

20：30 

「逃げるを考える！」 
～いつ？どこに？何が必要？～ 

三日目 
 

３月 

３日 
（火） 

 
延期 

19：00 
～ 

20：20 

「作ってみよう！ 

     避難のマイルール」 

 
～ 

20：30 
閉 会 若松地区社会福祉協議会 
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■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

－ 
人 53 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

3 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 一人、一人の災害の意識を変える必要があると強く感じました。行政だけでなく 

■ （人任せ）住民一人、一人が逃げる心がけもいること。連携がいることを学んだ。 

■ 日常の心構え。避難の方法などを深く考えた。 

■ 地域での話し合いができて、再確認できとてもよかった。 

■ 地図上で避難場所までの移動ルートを検討でき、大変有意義であった。 

■  

■  
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 災害に対する意識づけを行い、それぞれの地区で危険箇所の共有をした。みんなで 

■ 話し合うことにより、防災意識が高まり、好評だった。 

■ ３回目については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に延期。 
 

■ 研修風景 

若
松
地
区
会
長
挨
拶 

 

知
っ
て
安
心
、
災
害
へ
の
備
え 

 

逃
げ
る
を
考
え
る 

 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

 
件 

満足 
できたか？ 

     

 ％  %  %  %  %  % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座(八幡東区･高見地区) 実施要領 
 

１ 趣  旨     「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、地区社協・区社協・市社協が協働

で講座を開催するものです。 

高見地区では、講座を通して、あらためて地域のことを学んだり、活動

者との交流を深めることで、ボランティアへの関心を高めてもらうことを

目的とし、地域で活躍できる新たなボランティアの獲得を図ります。 

２ 実施主体   高見地区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   高見市民センター（八幡東区高見２－８－２０） 

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「ずっと高見で暮らしていくために」 

７ 研修日程・内容  

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

１１月 

２７日 

（水） 

10：00 
～ 開 会・オリエンテーション 高見地区社会福祉協議会 

10：00 
～ 

11：30 

健康の達人を目指して 

～栄養から学ぶ生活習慣病予防～ 

八幡東区 

食生活改善推進員協議会 

二日目 
 

１１月 

３０日 

（土） 

10：30 
～ 

12：00 

誰もが住みやすい地域づくりを 

進めていくために 

北九州市立大学 

地域創生学群 

特任教員 勅使河原 航 

13：00 
～ 

14：30 

地域で活動するボランティアの 

役割と心構え 
北九州市立大学 名誉教授 

臨床心理士 中島 俊介 

～ 
14：30 閉 会 高見地区社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

72 
人 84 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

6 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 家でも地域でも自分のできることをしていこうと思った。 

■ 外に出る事で色々な方と交流ができるので、今後も地域の事業に参加したい。 

■ 楽しみながら地域活動を行っている方のお話は大変参考になった。 

■ 具体的な事例の説明があり、自分の問題として考える事ができた。 

■ ボランティアの基本は、自主と他者理解だと気づくことができた。 

■ 近隣住民とコミュニケーションを取りながら暮らしていこうと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 地区の活動者の事例発表を聞くことで、参加者のモチベーションが上がるので、これ 

■ からもプログラムに組み込んでいきたい。 

■ 1日のプログラムが長いという声もあり、時間の見直しを検討していきたい。 
 

■ 研修風景 

健
康
の
達
人
を
目
指
し
て 

～
栄
養
か
ら
学
ぶ
生
活
習
慣
予
防
～ 

 
誰
も
が
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
を 

進
め
て
い
く
た
め
に 

 

地
域
活
動
者
に
よ
る
事
例
発
表 

 地
域
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

役
割
と
心
構
え 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

40 
件 

満足 
できたか？ 

27 4 0 0 0 

55.6 ％ 67.5 % 10.0 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座(八幡東区･前田第四地区) 実施要領 
 

１ 趣  旨     「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、地区社協・区社協・市社協が協働

で講座を開催するものです。 

前田第四地区では、講座を通して、地域の現状をみつめ、課題を整理し、

地域の将来を見据えて取り組みを進めていくことを目的としています。 

２ 実施主体   前田第四地区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   平野市民センター（八幡東区桃園４－１－１） 

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「思いやりと見守りで明るい前田第四地区」 

７ 研修日程・内容   

 
 

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

１１月 

５日 

（火） 

18：30 
～ 開 会・オリエンテーション 前田第四地区社会福祉協議会  

18：40 
～ 

21：00 
「地域包括ケアシステムについて」 

八幡東区役所 保健福祉課 

いのちをつなぐネットワーク担当係長 

河内 徹也 

二日目 
 

３月 

2日 

（月） 

 

延期 

18：30 
～ 

21：00 
「思いやりのある見守り活動」 

北九州市社会福祉協議会 

八幡東区事務所 

前田第四地区社会福祉協議会 

～ 
21：00 閉 会 前田第四地区社会福祉協議会 
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■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

－ 
人 33 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 地域包括ケアシステムについて理解することができた。 

■ 地域で助け合い、支援し合う共助・互助の心を大切にしていきたい。 

■ 将来に向けて、若い世代が暮らしていきやすい地域を作っていかないといけないと思 

■ った。 

■  

■  
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 研修をたくさんしている地区であり、今後新たなテーマ（SDGsなど）での研修を開催 

■ することで、さらに知識を深めることができ、今後の地域活動に活かし、発展させて 

 いくことができるのではないかと感じた。 

■ ３回目については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、次年度に延期。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 
思
い
や
り
の
あ
る
見
守
り
活
動
① 

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

 
思
い
や
り
の
あ
る
見
守
り
活
動
② 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

 
件 

満足 
できたか？ 

     

 ％  %  %  %  %  % 
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― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座(八幡西区･八児地区) 実施要領 
 

１ 趣  旨     「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、地域の

課題解決や新たな人材の獲得を目指し、地区社協・区社協・市社協が協働

で講座を開催するものです。 

八児地区では、講座を通して、ふれあいネットワーク活動の再整備を図

り、他校(地)区の活動を参考にしながら、参加者全員でこれからの八児地区

の活動の進め方について共有を図ることを目的としています。 

２ 実施主体   八児地区・北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 会  場   八児市民センター（八幡西区町上津役東１－１７－１） 

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「よりよい八児を目指して」 

７ 研修日程・内容   

 

日 程 内     容 講  師  等 

一日目 
 

7月 

16日 

（火） 

19：00 
～ 開 会・オリエンテーション 八児地区社会福祉協議会 

19：10 
～ 

21：00 

「ふれあいネットワーク活動って 

なんだろう？」 

北九州市社会福祉協議会 

八幡西区事務所 

（八幡西区社会福祉協議会） 二日目 
 

9月 

17日 

（火） 

19：00 
～ 

21：00 

「他地区の情報共有と 

課題解決に向けた他地域の事例」 

三日目 
 

１１月 

19日 

（火） 

19：00 
～ 

21：00 

「ふくしのまちづくりは対話から」 

～幸せな人間関係～ 
北九州市立大学 名誉教授 

臨床心理士 中島 俊介 

～ 
21：00 閉 会 八児地区社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

50 
人 165 

人 
－ 

才 

延 

3 

日 

延 

6 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 「ふれあいネットワーク」の基本活動の再認識をすることが出来た。 

■ 今までの活動に自信をもって、皆さんと協力して高齢化にますます手助けが必要にな 

■ ると思うので頑張りたい。 

■ 他校区の具体的な事例が、実際の困った時の参考になる。 

■ 良好な人間関係を作るために、言葉遣い・態度などをどのようにすればよいかという 

■ ことを学ぶことが出来たので、実践していきたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 事例を用いての講義は参考になるようであった。 

■ 横のつながりの重要性などを学ぶことで、自治区会同士の協力体制につながり、今後 

■ の八児の活動がより良くなっていくのではないかと感じた。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

他
地
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の
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報
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題
解
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に
向
け
た
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 ふ
く
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づ
く
り
は
対
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か
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幸
せ
な
人
間
関
係
～ 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

42 
件 

満足 
できたか？ 

36 6 0 0 0 

84.0 ％ 85.7 % 14.3 % 0 % 0 % 0 % 



新たなボランティア・市民活動の担い手の養成 №13 

30 

― 令和元年度 ― 

ふくしのまちづくり講座（戸畑区・浅生地区） 実施要領 
 

１ 趣  旨   「ふくしのまちづくり講座」は、地域の福祉活動を進めるため、 

地域の課題解決や新たな人材の獲得を目指し、校(地)区社協・区社協・市

社協が協働で開催するものです。 

浅生地区では、講座を通して、住民一人ひとりの安全で安心な暮らしを

守るために、住民同士の交流をはかり、参加者全員でこれからの地域福祉

活動の進め方について共有を図ることを目的としています。 

２ 実施主体   浅生地区・北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会  場   浅生市民センター（戸畑区浅生２－１３－７） 

４ 対 象 者   地域にお住まいの方 

５ 受 講 料   無料 

６ タイトル   「みんなで作ろう！助け合いのまち 浅生」 

７ 研修日程・内容  

日 程 内     容    講  師  等 

一日目 

 ８月 

2２日 

（木） 

 
19：00 
～ 

19：10 
 

開 会 
浅生地区社会福祉協議会 
会 長    ..柗本 昭則 

オリエンテーション 
北九州市社会福祉協議会 
戸畑区事務所 
（戸畑区社会福祉協議会） 

19：10 
～ 

20：30 

【グループワーク】 

「浅生のまちをもっと知ろう！」 
浅生地区社会福祉協議会 

 
二日目 

１０月 

１７日 

（木） 

 

19：00 
～ 

20：30 

【ワーク】 

「安心な暮らしのお手伝い」 
～認知症サポーター養成講座～ 

浅生地区社会福祉協議会 
 
キャラバンメイト   .縄手 富美 

三日目 

  １月 

1６.日 

（木） 

19：00 
～ 

20：30 

【講義・グループワーク】 

「フレイルチェック」 

 ～住み慣れた地域で 

     最後まで暮らせるために～ 

戸畑リハビリテーション病院 

理学療法士  原田 直樹 

20：30 閉 会 
浅生地区社会福祉協議会 

副 会 長  ….軍場 久美子 
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①②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

－ 
人 

24 
人 78 

人 
－ 

才 

延 

3 

日 

延 

5 

時間 － ・ － ― ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 基礎の確認、具体事例も交えてわかりやすかった。 

■ 我が街についてあらためて考える機会となった。 

■ 認知症の話は何度か聞いたことがあるが、今日の話でまた一歩深まった。 

■ 聴くだけでなく、参加者全員が発言する機会を設けられたのが良かった。 

■ 自分のこれからの生活等注意して過ごしたく思った。 

■ フレイルの話を初めて聞いた。健康寿命を延ばす事の大切さを感じる事が出来た。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ グループで話し合う時間が毎回様々なテーマで設けられたので、普段がなかなか時間 

■ がとれない受講者同士の良き話し合いの場にもなったと思う。 

■ 昼間開催希望の声もあったので、開催場所も関与してくるが、再度見直したい。 
 

■ 研修風景 

開
会
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

12 
件 

満足 
できたか？ 

7 3 2 0 0 

50.0 ％  58.3 % 25.0 % 16.70%  00%  00% 
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― 令和元年度 第 1回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【福祉車輌】開催要項 
 

 

１ 目  的  道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

２ 実施主体  北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場  令和元年５月1９日(日)  9：15～18：25 

北九州市立玄海青年の家 (北九州市若松区大字竹並126-2） 

４ 参加対象  福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に

おいて停止されていない者であって、免許取得から３年以上の実車経

験がある者 

５ 定  員  ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

６ 研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

研 修 室 

09：20～10：10 

講義 

関係法令等 
北九州タクシー協会 

副会長 貞包健一 
10：15～11：05 安全･安心運行と緊急時対応 

11：10～12：00 運転方法 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 永田 淳 

12：00～12：50 休  憩 

12：50～13：40 

講義 

障害の知識及び利用者理解 

作業療法士 

     熊添潤一 
13：45～14：45 介護技術 

14：50～15：50 基礎的な接遇技術 

15：55～16：55 
実技 

福祉自動車の特性 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 派遣講師 
グ ラ ウ ン ド 

17：00～18：20 福祉自動車運転方法(演習) 

18：20～18：25 閉会 ま と め 研 修 室 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

7 
人 

6 
人 6 

人 

54.7  

才 

延 

1 

日 

延 

10 

時間  4 ・ 3 85.7 ％ 
 

■ アンケート結果  
 

 

主 な 意 見 

■ 良く理解できたと思う。ビデオ等の利用もとても良かった。 

■ 体験を交えた講義でとてもわかりやすかった。 
■ 今後予定しているボランティアに役立つ情報が沢山あった。 
■ ドライブレコーダー映像を見て、具体的に運転中に注意すべき事をイメージ出来た 

 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回は受講者の集まりが少なかったので、開催時期等、年間開催後、見直したい。 

■ 目が不自由な人の疑似体験や、杖を使っての実技は、身を持って体験することで 

 利用者の不安な心理状況も知る事ができ、今後、より相手に寄り添う活動に繋が 

 る有意義な研修だったと思う。 
 

■ 研修風景 
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

6 
件 

満足 
できたか？ 

5 1 0 0 0 

100.0 ％ 83.3 % 16.7 % 0 % 0 % 0 % 

関
係
法
令
等 
貞
包 

健
一 

氏 
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― 令和元年度 第 1回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【セダン型】開催要項 
 

 

１ 目  的  道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

 

２ 実施主体  北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場  令和元年5月2５日(土)  9：15～11：45 

ウェルとばた (北九州市戸畑区汐井町1-6） 

 

４ 参加対象  福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に

おいて停止されていない者であって、免許取得から３年以上の実車経

験がある者 

５ 定  員  ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

 

６ 研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

1 2 H · I

研修室 

09：20～10：10 講義 利用者理解及び乗降介助等の対応 

作業療法士 

     熊添潤一 

10：20～11：40 実技 利用者理解及び乗降介助等の対応 
1階 

駐車場 

11：40～11：45 閉会 ま と め 
1 2 H · I

研修室 
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①

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

4 
人 

4 
人 4 

人 

56  

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 4 ・ 0  100.0 ％ 
 

■ アンケート結果  
 

 

主 な 意 見 

■ 知らない事が多かった。車椅子の機能の理解ができた。 

■ 改めて再確認できた。 
■ 利用者が気付かない注意点があることに気付かされた。 

 

■ 事業点検 

 
 

■ 研修風景 

講

 
義 

 

 

実

技

① 

 

実

技

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修
了
証
書
授
与
式 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

4 
件 

満足 
できたか？ 

4 0 0 0 0 

100.0 ％ 100.0% 0 % 0 % 0 % 0 % 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 実際の活動に活かせる知識も多く含まれており、有意義だったと思う。 

■ 利用者の立場に立って車や車いすを使用した体験型の講義では、受講者にとって 

 イメージしやすく、わかりやすい講義だったと思う。 
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― 令和元年度 第２回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【福祉車輌】開催要項 
 

 

１ 目  的  ..道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

２ 実施主体 .....北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場  令和元年１０月２０日(日)  9：15～18：25 

.クレカ若松 (北九州市若松区赤岩町１３－１） 

４ 参加対象  福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

.※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に 

.おいて停止されていない者であって、.免許取得から３年以上の実車経  

.験がある者 

５ 定  員  ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

６ 研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

              

市
民
ホ
ー
ル 

09：20～10：10 

講義 

関係法令等 
北九州タクシー協会 

副会長 貞包健一 
10：15～11：05 安全･安心運行と緊急時対応 

11：10～12：00 運転方法 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 永田 淳 

12：00～12：50 休  憩 

12：50～13：40 

講義 

障害の知識及び利用者理解 

作業療法士 

     熊添潤一 
13：45～14：45 介護技術 

14：50～15：50 基礎的な接遇技術 

15：55～16：55 

実技 

福祉自動車の特性 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 派遣講師 

第
４
駐
車
場 17：00～18：20 福祉自動車運転方法(演習) 

18：20～18：25 閉会 ま と め 
市

民 

ホ
ー
ル 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

30 
人 

27 
人 27 

人 

46.5  

才 

延 

1 

日 

延 

10 

時間  19 ・ 11 90.0 ％ 
 

■ アンケート結果 

 

 

 

 
 

 

主 な 意 見 

■ 運転歴が長く、運転について人から学ぶことが少なくなってきたので、改めて勉強 

■ できた。 
■ 利用者さんに対しての配慮を学べた。 
■ 全ての講義を聞く事によって福祉有償運送を有意義に感じた。 

 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 疑似体験やドライブレコーダーの実写等を盛り込んだ講義は効果的に感じた。 

■ 実車の際にグループ割をしていたが、グループごとに車両の仕様が違ったので 

 他の車両にも乗せるなど、時間的な工夫が必要だと思った。 

■ 初めての開催場所なので、案内図をわかりやすく丁寧に改善する必要性を感じた。 

 

■ 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運
転
方
法
の
講
義 

永
田 

淳 

氏 

 

障
害
の
知
識
及
び
利
用
者
理
解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
祉
自
動
車
運
転
方
法
（
演
習
） 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

27 
件 

満足 
できたか？ 

14 7 1 0 0 

100.0 ％ 51.9 % 25.9 % 3.7 % 0 % 0 % 

関
係
法
令
等 

貞
包 

健
一 

氏 
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― 令和元年度 第２回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【セダン型】開催要項 
 

 

１ 目  的   道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

 

２ 実施主体    北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場   ..令和元年１０月2６日(土)  9：15～11：45 

ウェルとばた (北九州市戸畑区汐井町1-6） 

 

４ 参加対象   福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に

おいて停止されていない者であって、免許取得から３年以上の実車経

験がある者 

５.定  員   ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

 

６.研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

1 2 H · I

研修室 

09：20～10：10 講義 利用者理解及び乗降介助等の対応 

作業療法士 

     熊添潤一 

10：20～11：40 実技 利用者理解及び乗降介助等の対応 
1階 

駐車場 

11：40～11：45 閉会 ま と め 
1 2 H · I

研修室 
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①

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

3 
人 

3 
人 3 

人 

66  

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 3 ・ 0  100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 

 

 

 

 
 

 

主 な 意 見 

■ 大変わかりやすかった。 

■ 介助の対応がよくわかった。 

■ 実践向きで大変よく理解できた。 
 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

講

 

義 

 

 

実

技

① 

 

実

技

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修
了
証
書
授
与
式 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない 

（回収率） 

3 
件 

満足 
できたか？ 

3 0 0 0 0 

100.0 ％ 100.0 % 0 % 0 % 0 % 0 % 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 体験型の研修は効果や満足度が高く、今後も取り入れていきたい。 

■ セダン型は、福祉車両と比較して受講者が少ないため、周知方法の工夫や改善が 

 必要だと思った。 
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― 令和元年度 第３回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【福祉車輌】開催要項 
 

 

１ 目  的  ..道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

２ 実施主体 .....北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場  令和２年２月８日(土)  9：15～18：25 

.クレカ若松 (北九州市若松区赤岩町１３－１） 

４ 参加対象  福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

.※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に 

.おいて停止されていない者であって、.免許取得から３年以上の実車経  

.験がある者 

５ 定  員  ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

６ 研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

              

市
民
ホ
ー
ル 

09：20～10：10 

講義 

関係法令等 
北九州タクシー協会 

副会長 貞包健一 
10：15～11：05 安全･安心運行と緊急時対応 

11：10～12：00 運転方法 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 永田 淳 

12：00～12：50 休  憩 

12：50～13：40 

講義 

障害の知識及び利用者理解 

作業療法士 

     熊添潤一 
13：45～14：45 介護技術 

14：50～15：50 基礎的な接遇技術 

15：55～16：55 

実技 

福祉自動車の特性 
ヘルパーステーション 

ほほえみ 派遣講師 

第
４
駐
車
場 17：00～18：20 福祉自動車運転方法(演習) 

18：20～18：25 閉会 ま と め 
市

民 

ホ
ー
ル 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

26 
人 

26 
人 26 

人 

48.8  

才 

延 

1 

日 

延 

10 

時間  15 ・ 11 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 

 

 

 

 
 

 

主 な 意 見 

■ 法律の解説など分かりやすかった。 

■ 利用者との信頼関係を築くことの重要性が分かった。 
■ 身体の不自由な方の気持ちによって実際に体感でき、分かり易くためになった。 
■ 全てが初めてでこと細かく指導していただき、大変勉強になった。 

 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 様々な仕様の福祉車両を体験できる実技時間は、有意義との声が多かった。「グル 

■ ―プごとのばらつきで運転したかった。」との声もあったので、体験項目は事前に 

 講師にお伝えし、統一化が必要だと感じた。 

■ 受付も混乱なくスムーズに遂行できた。 

 

■ 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運
転
方
法
の
講
義 

永
田 

淳 

氏 

 

障
害
の
知
識
及
び
利
用
者
理
解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
祉
自
動
車
運
転
方
法
（
演
習
） 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

26 
件 

満足 
できたか？ 

19 6 0 0 0 

100.0 ％ 73.1 % 23.1 % 0 % 0 % 0 % 

関
係
法
令
等 

貞
包 

健
一 

氏 
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― 令和元年度 第３回 ― 

福祉有償運送運転協力者研修【セダン型】開催要項 
 

 

１ 目  的   道路運送法施行規則により、福祉有償運送で運転協力者として活動す

る場合には、国土交通大臣が認定する講習を修了することが必要となり

ます。 

        このため、運転協力者となることを希望する方に対し、福祉有償運送

運転に必要な知識・技術の習得を目的とします。 

 

２ 実施主体    北九州市社会福祉協議会・北九州市（国自旅第２６２号認定） 

３ 日時・会場   ..令和２年２月９日(日)  9：15～11：45 

ウェルとばた (北九州市戸畑区汐井町1-6） 

 

４ 参加対象   福祉有償運送実施団体の運転協力者となることを希望する方等 

※ただし、第一種運転免許を有し、且つ、その効力が過去２年以内に

おいて停止されていない者であって、免許取得から３年以上の実車経

験がある者 

５.定  員   ２0人（定員を超える申込があった場合は調整） 

 

６.研修内容 

時 間 内 容 講 師 研修会場 

09：15～09：20 開会 開会挨拶・オリエンテーション 

1 2 H · I

研修室 

09：20～10：10 講義 利用者理解及び乗降介助等の対応 

作業療法士 

     熊添潤一 

10：20～11：40 実技 利用者理解及び乗降介助等の対応 
1 .階 

駐車場 

11：40～11：45 閉会 ま と め 
1 2 H · I

研修室 
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①

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

0 
人 

－ 
人 － 

人 

－  

才 

延 

－ 

日 

延 

－ 

時間 － ・ －  － ％ 
 

■ アンケート結果 

 

 

 

 
 

 

主 な 意 見 

■  

■  
■  

■  
 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない 

（回収率） 

－ 
件 

満足 
できたか？ 

－ － － － － 

－ ％ － % － % － % － % － % 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回は受講者がいなかった為、実施なし。 

■  
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―令和元年度 ― 

｢傾聴ボランティア｣養成講座 実施要領 
 

１ 目   的   単に話を「聞く」のではなく、心をこめて「聴く」ことで、人の心
を癒すことができます。 

          本講座では「聞き上手」から「聴き上手」になるためのコツを学び、
相手の心に寄り添うことの出来るボランティア活動をめざします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   ウェルとばた 12H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 
          ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

４ 対 象 者   受講後の傾聴ボランティア活動に意欲的な方（定員 40名） 
          ※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

５ 受 講 料   700円（研修初日にお渡しする納付書により、金融機関でお支払い下さい。） 

６ 日程・内容   令和元年 8月 7日（水）・8日（木） 二日間 

日 時 内  容 講師等 

8月 7日 

(水) 

09：30～ 受 付 

09：45～ 開 講・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

09：55～ 
10：15 

基 

礎 

編 

事 業 紹 介 
ボランティア活動について 

北九州市社会福祉協議会 
ボランティア・市民活動センター 

活動推進課 

10：15～ 
12：00 「 傾 聴 」 と は 

臨床心理士 

シャルマ 直 美 
12：00～ 昼休み 

13：00～ 
16：00 「傾聴」の実際を学ぼう 

8月 8日 

(木) 

09：15～ 受 付 

09：30～ 
12：00 

応 

用 

編 

ロールプレイを通して 
傾聴体験してみよう 

臨床心理士 
シャルマ 直 美 

12：00～ 昼休み 

13：00～ 
14：00 施設が求めるボランティアとは 

有限会社 故郷  

ふれあい家族 

代表取締役 野村 美代子 

14：00～ 休 憩 

14：15～ 
15：45 

傾聴ボランティア活動の実際 
《活動発表》 

傾聴ボランティアグループ 

～16：00 閉 講 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

51 
人 

43 
人 85  

人 

59.4  

才 

延 

2 

日 

延 

12 

時間 3 ・ 48 84.3 ％ 
 

■ アンケート結果  
 

 

主 な 意 見 

■ 同じ動機を持つ方達とのふれあい。楽しい講師の講義は、目からうろこ状態で大変 

 有意義なものだった。 

■ 講師の話や実際のボランティア活動を聞けて、とても為になった。 

■ 傾聴について「話すこと」「聴くこと」お互いの気持ちに共感できることではじめて 

相互の関係が成り立ち、気持ちよく話せるのだと研修を通して知る事ができた。 

■ 二日間とても充実した時間を過ごすことができた。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ グループワークでは、同じ意識を持った同士の交流で、お互いの傾聴に対する意欲 

 に刺激を受けたように感じた。２日間を通してグループも入れ替わったので、より 

  大勢と交流ができ、有意義だったと思う。 

■ 実際のボランティア活動団体の時間は、活動を始めるにあたって、不安な点や不明 

  な点を直接相談でき、今後の活動をより具体的にイメージできたと思う。 

 

講 

義 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講 

義 

② 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
座
サ
ポ
ー
タ
ー
発
表 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

39 
件 

満足 
できたか？ 

32 5 0 0 0 

90.7 ％ 82.1% 12.8% 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

私にもできる｢災害ボランティア｣入門講座 実施要領 
１ 目   的 近年、各地で災害が頻発していますが、その復旧活動等において、

大きな力となり、活躍しているのが災害ボランティアです。 

災害時の基礎知識や適切な対処活動に活かすことを目的とし、身近

なところで災害が起きた時の役割・備え・心構えについて学び、地域

で協力し支え合うことについて考えます。 

本講座では、まずさまざまな災害ボランティア活動をご紹介しま

す。そして、その中から「私にもできる活動」を見つけてもらい、い

ざという時の活躍の準備をお手伝いします。 

２ 実施主体 北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場 旧大連航路上屋 １階 多目的室Ｂ  （門司区西海岸 1-3-5） 

４ 対   象 災害ボランティアに興味のある市民の方、校(地)区社協において 

災害時福祉救援体制づくりに取り組む新任役員等及び災害時 

相互協力協定締結団体の新会員の皆さま等々【定員 40名】 

５ 日時・内容  令和元年 7月 3日（水） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付 

13：00～ 

開 会 
北九州市社会福祉協議会 門司区事務所 
(門司区社会福祉協議会) 

オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

13：10～ 
13：50 

講義１ 

 知って安心、災害への備え 
北九州市 危機管理室 

13：50～ 
14：50 

講義２ 災害ボランティア活動の基礎知識 

平成３０年７月豪雨の活動報告 

北九州市社会福祉協議会 
ボランティア・市民活動センター 

活動推進課 

～15：00 休 憩 

15：00～ 
16：00 

ＤＶＤ視聴 質疑応答、まとめ 

備えよう！災害は突然やってくる 

柄杓田校区社会福祉協議会 
会長  上野 誠司  

北九州市社会福祉協議会 門司区事務所 
(門司区社会福祉協議会) 

～16：00 閉 会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

 

■ アンケート結果  
 

 

 

■ 事業点検 

 
 

■ 研修風景 

 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

27 
人 

32 
人 32 

人 

62.1  

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 18 ・ 9 118.5 ％ 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

26 
件 

満足 
できたか？ 

16 7 1 1 0 

81.3 ％ 61.5 % 26.9 % 3.8 % 3.8 % 0 % 

主 な 意 見 

■ 災害はいつやってくるかわからないので、備えは大切だと思う。 

■ 今まで何もなかったと過信せずに避難準備をしておきたいと思う。 
■ 実際の活動の具体例が興味深い。 
■ 柄杓田校区さんの発表は身近なことでとても参考になった。 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 市の出前講座で北九州市危機管理室にきてもらい北九州の災害の現状や情報の 

 伝達方法など詳しく話してもらった。 

■ 去年の豪雨の様子を柄杓田校区の会長が撮影した動画を見ながら話した。門司 

■ の身近な状況で、みんな真剣に耳を傾けていた。 

■ 質問時間が短いとの声があったので、来年度は時間配分を検討したい。 

北
九
州
市
危
機
管
理
室 

 

 
市
社
協 

活
動
推
進
課 

 

柄
杓
田
校
区 

上
野
会
長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修
了
証
書
授
与
式 

  

 

 

④ 
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― 令和元年度 ― 

｢生活支援活動の担い手｣養成講座 実施要領 
 

１ 趣   旨   高齢化が進む現在、高齢者の世帯などでは、生活する上での、
手助けを必要としている人が多くなっています。 
本講座では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けるこ

とができるよう、自分ができる範囲で日常生活の手助けをしてく
ださる方や「地域に役立つ活動をしたい」「ボランティアで地域
貢献したい」など地域で活躍する方を応援する講座です。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   ウェルとばた 12H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 

          ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

４ 対 象 者   市内在住で 2日間参加できる方 40名 
          ※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

５ 受 講 料   無料 

６ 日程・内容   令和元年 7月 9日（火）・10日（水） 二日間 

日 時 内  容 講師等 

7月 9日 

(火) 

09：30～ 受 付 

09：45～ 開 講・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：00～ 
11：00 北九州市の現状について 

北九州市社会福祉協議会 
地域福祉部 地域支援課 

11：00～ 
12：00 生活支援活動の担い手とは 

12：00～ 昼休み 

13：00～ 
14：50 ボランティアの心構え 

北九州市社会福祉協議会 
ボランティア・市民活動センター 
活動推進課 

15：00～ 
16：00 

現在活発に活動している 
地域紹介 

たかすちょこっと応援タイ 

7月 10日 

(水) 

09：30～ 受 付 

09：45～ オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：00～ 
12：00 

活動に役立つ 
コミュニケーション技法 

オフィス新開 
代表 新開 よしこ 

12：00～ 昼休み 

13：00～ 
14：30 認知症について理解しよう 

キャラバンメイト 
    内野 宏二 

14：40～ 
15：40 もしもの時・活動時の緊急対応 戸畑消防署 

～16：00 まとめ・閉 講 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

35 
人 

23 
人 56 

人 
－ 

才 

延 

2 

日 

延 

13 

時間 13 ・ 22 65.7 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 今回の講座で学んだことを地域活動で役立たせていきたい。 

■ 参加者の方々とコミュニケーションを図ることができて良かった。 

■ 誰かの為にと思いながらしてきたことが、自分の為になるということに気付く 

■ ことができた。 

■ 地域で自分にできることを見つけていきたいと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 時間が長い等の声があったため、他部署等と相談しあいながら、またアンケー 

■ ト結果を参考にしながら、研修全体の見直しとプログラム内容等を再検討して 

■ いきたいと思う。 

■ 具体的に事例を取り上げた実践発表は、研修効果が高まるように感じた。 
 

■ 研修風景 

１
日
目
① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
日
目
① 

 

１
日
目
② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
日
目
② 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

18 
件 

満足 
できたか？ 

8 8 1 0 0 

78.3 ％ 44.4 % 44.4 % 5.6 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

送迎ボランティア・フォローアップ研修 実施要領 
 

１ 趣   旨    福祉有償運送事業等において活躍している送迎ボランティアを対象
に、今後も安全で利用者が安心できる送迎活動を継続できるよう、活動
者のスキルアップを目指します。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   城野自動車学校（小倉北区霧ケ丘 1丁目 15-1） 

４ 対  象  者   送迎ボランティア活動者 30名 
          ※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

５ 受  講  料   700円（研修初日にお渡しする納付書により、金融機関でお支払い下さい。） 

６ 日時・内容   令和元年 5月 11日（土） 

時 間 内     容 講  師  等 

09：15～ 受 付 

09：45 
～10：00 開 会・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：00 

～11：45 

【講義・実技】 

「より安心・安全運転のために」 

～運転行動の変化について～ 

「 車 い す の 取 扱 い に つ い て 」 

【実   技】 

「運転チェック及びアドバイス」 

～福祉車両用コース～ 

城 野 自 動 車 学 校 

11：45 
～12：00 【全 体 講 評】 

12：00 
～13：00 休 憩  

13：00 

～14：45 

【講   義】 

「 利 用 者 の 特 性 を 学 ぶ 」 
作業療法士  熊 添 潤 一 

～15：00 閉 会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

 

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

19 
人 

16 
人 16 

人 
66 

才 

延 

1 

日 

延 

5 

時間 15 ・ 4 84.2 ％ 
 

■ アンケート結果  
 

 

主 な 意 見 

■ 自分の運転を見直すことができた。これからも安全運転を心掛けたい。 

■ 運転技術の指導事項を考慮し、向上していきたい。 

■ 知らなかった知識が習得できた。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 受講者の中には、毎年参加している方もいるので、講習内容をマンネリ化せず、１つ 

 でも習得できる知識が増えるよう車椅子や杖を使った演習など取り入れ、講習内容を 

 少し見直す必要があると思った。 

■ 運転実技は、普段の自分の運転を見直す良い機会で有意義だという声が多かったので 

■     継続的に続けていきたい。 
 
 

■ 研修風景 

講
義
（
城
野
自
動
車
学
校
） 

 

実
技
（
城
野
自
動
車
学
校
） 

 

 

講
義
（
熊
添
先
生
） 

 

修
了
証
書
授
与
式 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

13 
件 

満足 
できたか？ 

7 4 1 0 0 

81.3 ％ 53.8 % 30.8 % 7.7 % 0 % 0 % 
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― 平成 3１年度 ― 

傾聴ボランティア・フォローアップ研修 実施要領 
 

 

１ 目   的   傾聴ボランティアとしてのスキルアップを図るとともに、活動者
の抱える課題や疑問を解消するために、ワークを交えて学びます。 
また、活動者同士の交流を通して今後のボランティア活動の活性

化を目指します。 
 
２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

 
３ 会   場   ウェルとばた１２階 H・I研修室 
          北九州市戸畑区汐井町１番６号 
 
４ 対  象  者   地域で傾聴ボランティアとして活動している方 ４０名 
 
５ 受  講  料   700円（研修日にお渡しする納付書により、後日、金融機関でお支払い下さい。） 
 
６ 日程・内容   平成３１年４月２４日（水） 

 

時 間 内  容 講 師 等 

9：30～00：00 受  付  

10：00～10：10 

開  会 

北九州市社会福祉協議会 
オリエンテーション 

10：10～11：55 

講  義・ワーク 

傾聴に活かす！ 

声と話し方と＋コミュニケーション 

キャリアコンサルタント 

ボイスエアー 

代表 藤重 知子 

00：00～12：00 閉  会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

 

■ アンケート結果  
 

 

 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

52 
人 

46 
人 46 

人 

69.4  

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 4 ・ 48 88.5 ％ 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

45 
件 

満足 
できたか？ 

43 1 0 0 0 

97.8 ％ 95.6 % 2.2 % 0 % 0 % 0 % 

主 な 意 見 

■ 傾聴にとても大切な研修で楽しく受講できた。 

■ 日々の生活に生かしていきたいと思う。とてもためになった。 
■ コミュニケーションの大切さを実感することができた。 
■ 具体的な話で分かり易かった。 

■ 実技もありとても参考になった。これからの活動に大いに役立つと思う。 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 周知が早かった為、多くの方に参加していただいた。次年度も周知を早め多くの 

 方を集めたい。 

■ 参加型のワーク、講義は満足の声を多くいただいた。ステップアップした研修を 

■ したいとの声もあったので次年度は一歩踏み込んだ内容も取り入れていきたい。 

開 
会 

挨 

拶 
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― 令和元年度 ― 

災害ボランティア・フォローアップ研修 実施要領 

１ 趣   旨   近年の災害時においては、ボランティアが重要な役割を果すとと
もに、被災地災害ボランティアセンターの設置により、円滑なボラ
ンティア活動が果たせるようになりました。 
今回の研修では、最新の災害ボランティア活動状況等を学ぶとと

もに、災害ボランティアセンターの機能等を再確認する中で、ボラ
ンティアとしての資質向上を図ります。 
また学びの場を通じて、活動へのモチベーションを高め、災害時

に備えて参ります。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   八幡西区役所 602会議室（八幡西区黒崎三丁目 15－3） 

          ※駐車場はありません。お車でお越しの方は近くの有料駐車場を 

ご利用いただくか、公共交通機関でお越しください。 

４ 対  象  者   「災害ボランティア入門講座」「災害ボランティアセンター設置訓
練」修了生及び各地「災害ボランティア」経験者や校区社協の「災
害時福祉救援体制づくり」推進担当者等 【定員 40名】 

５ 受  講  料   無 料 

６ 日時・内容   令和元年 9月 26日（木） 

時 間 内   容 講 師 等 

09：30～ 受  付  

10：00～ 開  会 

北九州市社会福祉協議会 

八幡西区事務所 

（八幡西区社会福祉協議会） 

事務所長 久 留 島 一 暢 

10：05～ オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：15～ 
11：00 

講 義 １ 
「北九州市の地域防災計画における 

ボランティアや地域住民のかかわり」 

北九州市危機管理室 

       危機管理課 

11：00～ 
11：45 

講 義 ２ 
「災害ボランティアへの期待」 

～地域福祉活動者や企業・団体などの役割・機能～ 

一般社団法人 

九州防災パートナーズ 

代表理事 藤 澤 健 児 

11：45～ 昼 休 み  

12：40～ 
13：20 

講 義 ３ 
「大規模災害時における 

ボランティア活動の現状と課題」 
一般社団法人 

九州防災パートナーズ 

代表理事 藤 澤 健 児 13：20～ 
14：55 

意見交換 
「受講者それぞれの立場で 

要支援者をどう支えるのか話し合おう！」 

ま と め 
「区域災害時のボランティア活動を踏まえて」 

14：55～ 
15：00 

閉  会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

 
 

■ 実施状況 

 

■ アンケート結果  
 

 

 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

北
九
州
市
の
地
域
防
災
計
画
に
お
け
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
の
か
か
わ
り 

 
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
状
と
課
題 

 

受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で 

要
支
援
者
を
ど
う
支
え
る
の
か 

 

修
了
証
書
授
与
式 

 

 
 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

46 
人 

44 
人 44 

人 

64.3  

才 

延 

1 

日 

延 

5 

時間 23 ・ 23 95.7 ％ 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

42 
件 

満足 
できたか？ 

31 11 0 0 0 

95.5 ％ 73.8 % 26.2 % 0 % 0 % 0 % 

主 な 意 見 

■ 質問も多く出て、関心の高さを感じた。大学生の参加も嬉しい。 

■ 先生の話しを聞いて、実際の経験をきいてよかった。テレビなどの考えばかりだっ 

たので、勉強になった。 

■ 災ボラの今の状況や今後活かせる防災が学べたし、意見交換の場がとても活発だっ 

たので、来て良かったと思った。 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回の研修で、3名のボランティアの登録に至った。 

■ 北九州市立大学の防災プロジェクトの団体から、研修希望が入り２．３年１０名の 

 受入れをした。いろんな年代で話し合いができ、有意義だったとの声があった。 

■ ワークでは、避難所の一枚の写真を見ながら、グループで問題点を考え、手をあげ 

■ て発表した。積極的な方が多く、意欲的に意見を述べる姿が印象的だった。 
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令和元年度 ボランティアリーダー研修 実施要領 

活動しやすいグループにするために 
～モチベーションをあげるためのリーダーの行動を考える～ 

 

 

１ 趣   旨   グループの運営のあり方やリーダーとしての役割を学ぶことで、
ボランティアリーダーとしての資質向上と次期リーダーの育成等に
ついて考える研修です。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   ウェルとばた 12H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 
          ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

４ 対  象  者   ボランティアグループの代表・副代表等の役員【定員 30名】 
※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

５ 受  講  料   700円（研修当日にお渡しする納付書により、金融機関でお支払い下さい。） 

６ 日時・内容   令和元年 10月 19日（土） 

時 間 内   容 講 師 等 

09：30～ 受  付 

10：00～ 開  会・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：05～ 
10：35 

私たちの日常とＳＤＧｓにおける 
ボランティアの役割 

北九州市企画調整局 
ＳＤＧｓ推進室 

10：45～ 
15：30 

講義・ワーク 
「現状の課題を見つけることで 

次の展望を探る」 

※途中休憩あり 

公立大学法人 北九州市立大学 
地域創生学群 
准教授  坂本 毅啓 

15：30 閉  会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

 

■ 実施状況 

 

■ アンケート結果  
 

 

 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

開
会 
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課
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つ
け
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こ
と
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、 

次
の
展
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を
探
る 

 

私
た
ち
の
日
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と
Ｓ
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ｓ
に 

お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割 

 

修
了
証
書
授
与
式 

 

 
 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

20 
人 

20 
人 20 

人 

64.8 

才 

延 

1 

日 

延 

5 

時間 10 ・ 10 100.0 ％ 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

16 
件 

満足 
できたか？ 

13 3 0 0 0 

80.0 ％ 81.3 % 18.8 % 0 % 0 % 0 % 

主 な 意 見 

■ ＳＤＧｓの意味を良く理解できた。 

■ 今までやっているボランティアを持続すれば良いと理解できた。 

■ リーダーとしてこれからどうして行くのか、皆さんのワークショップで気が楽に 

■ なった。 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 最初にＳＤＧｓにおけるボランティアの役割の話だった。ＳＤＧｓを初めて聞いた 

 人もいたが取組みや今後のことなど理解してもらえたようだ。 

■ 現状の課題を見つけることで、次の展望を探るということで、講義後、ワークを 

■ 行いグループごとに問題点、解決方法などを一緒に考え、発表した。 

■ リーダーとしての資質の向上につながったと参加者からは好評だった。 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 
１ 趣   旨   社会福祉協議会では、校(地)区社会福祉協議会が実施する「ふれ

あいネットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体となり

“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進めていま

す。 

この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、無

理なく有意義な活動を行っていただくために、これからの活動に必

要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   新任の福祉協力員など 

４ 研 修 会 場   門司生涯学習センター 3階  第 1、2会議室（門司区栄町 3-7） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年 6月 18日（火）13:30～15:30 

時 間 内   容 講 師 等 

13：00～ 受  付 

13：30～ 開  会 
門司区社会福祉協議会 運営委員会 

会 長  進 森太郎 

13：40～ 

～   14：50 

地域福祉活動の要 

「社会福祉協議会活動」 

社協活動の基盤 

「ふれあいネットワーク活動」 

北九州市社会福祉協議会 

門司区事務所 

（門司区社会福祉協議会） 

 主 事  宇都宮 慎吾 

14：50～ 

   15：00 
休  憩 

15：00～ 

～15：30 

先輩福祉協力員からの活動発表 

「私のふれあいネットワーク活動」 
清見校区社会福祉協議会 

副会長・福祉協力員 川浪 澄江 

～15：30 閉  会 

北九州市社会福祉協議会 

門司区事務所 

（門司区社会福祉協議会） 

事務所長 杉本 真奈美 
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①

②

④

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

30 
人 

30 
人 30 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 市及び区の現状及び将来にわたる予測ができた。ふれあいネットワーク活動の 

 必要性（重要性）が理解できた。 

■ 地域にふれあって協力していく事を目標に頑張りたいと思う。 

■ 活動発表はベテランの方のお話なので参考になる。 

■ ふれあいネットワーク活動（３つのしくみ）の再認識ができた。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 社協の活動や、ふれあいネットワークの話しなど、わかりやすく、活動の基本 

■ が理解できたとの声もあり、高評価だった。 

■ 実際に活動している福祉協力員の方の体験談は、参考になる部分が多く、新任 

 福祉協力員の方のやる気に、つながったようだ。 
 

■ 研修風景 

開
会
の
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拶 
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活
動
発
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閉
会
の
挨
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杉
本
事
務
所
長 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

21 
件 

満足 
できたか？ 

9 11 0 1 0 

70.0 ％ 42.9 % 52.4 % 0 % 4.8 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 

１ 趣 旨   社会福祉協議会では、校(地)区社会福祉協議会が実施する「ふれ
あいネットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体となり
“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進めていま
す。 

この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、無

理なく有意義な活動を行っていただくために、これからの活動に必
要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   新任の福祉協力員など 

４ 研修会場   ムーブ ５階 大セミナールーム （小倉北区大手町１１番４号） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年８月２１日（水）13:30～15:30 

時 間 内   容 講 師 等 

13：00～ 受  付 

13：30～ 

13：40 

開  会 北九州市社会福祉協議会 

オリエンテーション 
北九州市社会福祉協議会 
小倉北区事務所 
（小倉北区社会福祉協議会） 

13：40～ 

～14：10 

地域福祉活動の要 

「社会福祉協議会活動」について 

北九州市社会福祉協議会 
小倉北区事務所 
（小倉北区社会福祉協議会） 

 事務所長 小 池 昭 

14：10～ 

～15：30 

住民が主役の地域づくり 

「ふれあいネットワーク活動」と 

「福祉協力員の役割」について 

北九州市社会福祉協議会 
小倉北区事務所 
（小倉北区社会福祉協議会） 

地域支援コーディネーター 

～15：30 閉  会 
北九州市社会福祉協議会 

小倉北区事務所 

（小倉北区社会福祉協議会） 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

30 
人 

30 
人 30 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 10 ・ 20 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 地域の住民と信頼関係を構築することで支え合いができることを知った。 

■ 無理をせず、自分のペースで周りと協力をしながら活動をしていこうと思う。 

■ 民生委員等と連携しながら地域のために頑張っていきたい。 

■ グループワークでの意見はすべて参考になったため、今後の地域活動に活かし 

■ ていこうと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ グループワークでは、実際に地域で起こりうる事例でどの班も活発に意見が飛 

■ び交っていて、大変好評であった。 

■ また、地域支援コーディネーターが講義を進行することで地域との顔つなぎが 

 でき良い進行であったように感じた。 
 

■ 研修風景 
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グ
ル
ー
プ
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ー
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

30 
件 

満足 
できたか？ 

23 6 0 0 0 

100.0 ％ 76.7 % 20.0 % 0 % 0 % 0 % 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №29 

62 

 

― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修会 実施要領 
≪集合研修≫ 

 

１ 趣  旨    社会福祉協議会では、地域住民が主体の「ふれあいネットワーク

活動」を中心に“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”

を進めています。 

   この研修会では、活動の担い手である福祉協力員等に新たに就任

された皆さんが、有意義な活動を行っていただくために、これから

の活動に必要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催し

ます。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 研修日程   令和元年６月８日（土）１３：００～１５：４０ 

４ 会  場   北九州市立若園市民センター（小倉南区若園４－１－５０） 

５ 対 象 者   新任の福祉協力員など 

６ 研修内容 

時 間 内     容 講  師  等 

12:30～ 受  付 

13:00 
～13:10 開  会・オリエンテーション 

北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 

13:10 
～13:40 

演  劇 

「住み慣れた地域で 

安心して暮らせるように」 

ふくし劇団「こくら南プチボ」 

13:45 
～14:40 

事業説明 

「社会福祉協議会の活動と 

ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ活動等について」 北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 

14:40 
～14:50 

事業説明 

「健康マイレージについて」 

14:50 
～15:15 

事業説明 

「いのちをつなぐネットワーク等 

について」 

小倉南区役所 保健福祉課 

いのちをつなぐﾈｯﾄﾜｰｸ担当係長 

15:15 
～15:25 質疑応答 

北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 
～15:40 閉  会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

36 
人 

36 
人 36 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 － ・ － 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 見守り活動を行っている際に、気づいたことや困ったことがあれば必要な場所 

■ へつなげていきたい。自分のできる範囲で活動をしたいと思った。 

■ 支え合い・助け合いの大切さについて理解することができた。 

■ 自力で何とかするのではなく、色々なところへ相談することで解決していくこ 

■ とがわかった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 演劇や DVDなど視覚を通して福祉協力員の活動を伝えることはイメージが湧き 

■ やすく、効果が大きいと言える。 

■ 来年度は、実際に活動している福祉協力員の方の体験談を入れるなどの工夫を 

 していきたい。 
 

■ 研修風景 
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で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て 

 

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
と 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
等
に
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等
に
つ
い
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

33 
件 

満足 
できたか？ 

13 16 3 0 0 

91.7 ％ 39.4 % 48.5 % 9.1 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修会 実施要領 
≪集合研修≫ 

 

１ 趣  旨    社会福祉協議会では、地域住民が主体の「ふれあいネットワーク

活動」を中心に“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”

を進めています。 

   この研修会では、活動の担い手である福祉協力員等に新たに就任

された皆さんが、有意義な活動を行っていただくために、これから

の活動に必要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催し

ます。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会、北九州市 

３ 研修日程   令和元年６月２２日（土）１３：００～１５：４０ 

４ 会  場   北九州市立曽根市民センター（小倉南区中曽根３－９－７） 

５ 対 象 者   新任の福祉協力員など 

６ 研修内容 

時 間 内     容 講  師  等 

12:30～ 受  付 

13:00 
～13:10 開  会・オリエンテーション 

北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 

13:10 
～13:40 

演  劇 

「住み慣れた地域で 

安心して暮らせるように」 

ふくし劇団「こくら南プチボ」 

13:45 
～14:40 

事業説明 

「社会福祉協議会の活動と 

ふれあいﾈｯﾄﾜｰｸ活動等について」 北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 

14:40 
～14:50 

事業説明 

「健康マイレージについて」 

14:50 
～15:15 

事業説明 

「いのちをつなぐネットワーク等 

について」 

小倉南区役所 保健福祉課 

いのちをつなぐﾈｯﾄﾜｰｸ担当係長 

15:15 
～15:25 質疑応答 

北九州市社会福祉協議会 小倉南区事務所  

（小倉南区社会福祉協議会） 
～15:40 閉  会 
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①

②

③ ④

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

36 
人 

40 
人 40 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 － ・ － 111.1 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 自分の地域に戻って活動に反映したいと思う部分がたくさんあった。 

■ 地域のみんなで協力しあいながら、一人暮らし高齢者などの対象者の見守りを 

■ していくことが大切だと感じた。 

■ ふれあいネットワーク活動の必要性、大切さについてを理解することができた。 

■ 無理をせずに自分に出来る事を頑張って行きたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 演劇や DVDなど視覚を通して福祉協力員の活動を伝えることはイメージが湧き 

■ やすく、効果が大きいと言える。 

■ 来年度は、実際に活動している福祉協力員の方の体験談を入れるなどの工夫を 

 していきたい。 
 

■ 研修風景 

住
み
慣
れ
た
地
域
で 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て 

 

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
と 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
等
に
つ
い
て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
に
つ
い
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

36 
件 

満足 
できたか？ 

22 11 1 1 0 

90.0 ％ 61.1 % 30.6 % 2.8 % 2.8 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 

１ 趣   旨   社会福祉協議会では、校（地）区社会福祉協議会が実施する「ふれ
あいネットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体となり
“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進めていま
す。 
この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、 

無理なく有意義な活動を行っていただくために、これからの活動に
必要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   新任の福祉協力員など 

４ 研 修 会 場   若松区役所 ４階 指導室２ （若松区浜町一丁目１‐１） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年７月５日（金） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受  付 

13：00～ 開  会 
北九州市社会福祉協議会 

若松区事務所 

（若松区社会福祉協議会） 

事務所長 木 下 義 憲 13：10～13：30 
地域福祉活動の要 

「社会福祉協議会活動」 

13：30～13：50 
社協活動の基盤 

「ふれあいネットワーク活動」 

北九州市社会福祉協議会 

若松区事務所 

（若松区社会福祉協議会） 

主 事 村 田 健 吾 

13：50～14：00 休  憩 

14：00～14：30 「福祉協力員としての心構え」 
高須地区社会福祉協議会 

福祉協力員 田代 香  

14：30～15：00 
「地域包括支援センターについて」 

「いのちをつなぐネットワーク事業等」 

地域包括支援センター 

担当係長 糸 井 治 子 

いのちをつなぐネットワーク 

担当係長 江 尻 誠 司 

担当係長 佐 々 木 淳 

～15：00 閉  会 北九州市社会福祉協議会 

■ 実施状況 
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受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

49 
人 

44 
人 44 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － 89.8 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 社協は様々な組織やグループで「幸せ」をひろげるために活動していることが 

 わかった。 

■ あらためて気づかされることがあった。とてもわかりやすい説明だった。 

■ 具体例をたくさん教えて頂き、無理をせず気持ちを忘れずに取り組む大切さ 

■ を知った。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 輪番制で福祉協力員になる地域もあり新任の参加者が多かったが、社協の役割 

■ など分かりやすく伝える事ができ「出来るだけ協力したい」「お手伝いしたい」 

■ との声が聞かれた。 

■ ２歳の子ども連れで区の託児室を利用し参加した方もおり、若い方も参加しや 

 すい環境だと感じた。 

■ 包括やいのちネットの話しは、時間配分の調整が必要だと思った。 
 

■ 研修風景 
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

38 
件 

満足 
できたか？ 

13 17 4 0 0 

86.4 ％ 34.2 % 44.7 % 10.5 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 
１ 趣 旨   社会福祉協議会では、校(地)区社会福祉協議会が実施する「ふ

れあいネットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体と
なり“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進め
ています。 

この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、

無理なく有意義な活動を行っていただくために、これからの活動
に必要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   新任の福祉協力員など 

４ 研 修 会 場   レインボープラザ７階７１会議室（八幡東区中央 2丁目１－１） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年６月２９日（土）１３：００～１５：１５ 
時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受  付 

13：00～ 開  会 
八幡東区社会福祉協議会 運営委員会 
 会 長 半田 康行 

13：10～ 

～13：30 

地域福祉活動の要 

「社会福祉協議会活動」 

北九州市社会福祉協議会 

八幡東区事務所 

（八幡東区社会福祉協議会） 

 事務所長 福島 愼太郎 

13：30～ 

～  13：50 

社協活動の基盤 

「ふれあいネットワーク活動」 

北九州市社会福祉協議会 

八幡東区事務所 

（八幡東区社会福祉協議会） 

 主 事 梶原 吉恵 

13：50～ 

  14：20 

ふれあいネットワーク活動の支援 

「いのちをつなぐネットワーク・ 

地域包括支援センターについて」 

八幡東区役所 保健福祉課 

いのちをつなぐネットワーク担当係長 

平野 謙太 

地域包括支援センター担当係長 

花田 紀子 

14：20～ 

   14：30 
休  憩 

14：30～ 

～15：15 

先輩福祉協力員からの活動発表 

「私のふれあいネットワーク活動」  
大蔵第三地区社会福祉協議会  

 顧 問 光行 靖基 

～15：15 閉  会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

52 
人 

47 
人 47 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － 90.4 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 地域での見守りの大切さ・必要さについて理解できた。 

■ 先輩福祉協力員からの活動発表が大変参考になったので、自分の地域での今後 

■ の活動にいかしていきたい。 

■ 地域でコミュニケーションをとれる関係づくりをしていきたい。 

■ 地域のみんなと無理せず、楽しく活動を行っていきたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 先輩福祉協力員に経験ややりがいをお話しいただくことで、今後の活動の意欲 

■ につながる。 

■ また、活動のイメージを掴むことで不安を取り除くことができるため、具体的 

 事例を取り上げた実践発表は、研修効果が高まる。 
 

■ 研修風景 
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私
の
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あ
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全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

40 
件 

満足 
できたか？ 

11 26 1 0 0 

85.1 ％ 27.5 % 65.0 % 2.5 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 

１ 趣 旨   社会福祉協議会では、校（地）区社会福祉協議会が実施する「ふれ
あいネットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体となり
“みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進めていま
す。 

この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、無

理なく有意義な活動を行っていただくために、これからの活動に必
要な知識や技能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   新任の福祉協力員など 

４ 研 修 会 場   八幡西生涯学習総合センター 大会議室 
          （八幡西区黒崎三丁目１５－３ コムシティ３階） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年７月６日（土） 
時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受  付 

13：00～13：05 開  会 
八幡西区社会福祉協議会 
運営委員会 
会 長 奥 尾 一 雄 

13：05～13：10 オリエンテーション 
北九州市社会福祉協議会 

八幡西区事務所 

（八幡西区社会福祉協議会）  

13：10～14：20 
「社会福祉協議会の活動と 

ふれあいネットワーク活動推進事業」 

北九州市社会福祉協議会 

八幡西区事務所 

（八幡西区社会福祉協議会）  

主 事 前 田 純 志 

14：20～14：30 休  憩 

14：30～15：30 「福祉協力員としての心構え」 
医生丘校区社会福祉協議会 

福祉協力員 太 田 康 子 

～15：35 閉  会 

北九州市社会福祉協議会 

八幡西区事務所 

（八幡西区社会福祉協議会）  

 事務所長 久留島 一暢 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

49 
人 

47 
人 47 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 9 ・ 40 95.9 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 福祉協力員の役割を学び、理解することができた。 

■ 無理はせずに、自分にできる時にできることをできる範囲でということを聞き、 

■ 安心することができた。 

■ 学んだことを少しずつでも地域で実践していきたい。 

■ 「聞く耳、涙する目、差し伸べる手」を忘れずに頑張っていこうと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 先輩活動者による講演では、ワークを取り入れ参加者自身が楽しんで学ぶこと 

■ が出来たように感じた。 

■ また、経験ややりがいをお話しいただくことで、今後の活動の意欲につながる 

 とともに新任者の不安解消につながったと思う。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福
祉
協
力
員
と
し
て
の
心
構
え 

 

社
会
福
祉
協
議
会
活
動
と 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め
・
閉
会
挨
拶 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

45 
件 

満足 
できたか？ 

28 13 2 0 0 

95.7 ％ 62.2 % 28.9 % 4.4 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

新任福祉協力員等研修 実施要領 

１  趣   旨   社会福祉協議会では、校(地)区社会福祉協議会が実施する「ふれあいネ
ットワーク活動推進事業」を基本に、地域住民が主体となり“みんなが安
心して暮らせる支え合いのまちづくり”を進めています。 

この研修会では、新たに福祉協力員等に就任された皆さんが、無理なく
有意義な活動を行っていただくために、これからの活動に必要な知識や技
能を習得してもらうことを目的に開催します。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   新任の福祉協力員や地域の福祉活動に興味のある方など 

４ 研修会場   戸畑区役所 ３階 大会議室（戸畑区千防１丁目１-１） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１１月２６日（火）10：00～12:00 

時 間 内   容 講師等 

9：30～ 受  付 

10：00～ 

    10：05 

開会挨拶 
戸畑区社会福祉協議会  

会 長   福田 泰治 

オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：05～ 

10：25 

◆これからの活動を楽しくラクにするヒント！ 
◇事業説明１ 

「ふれあいネットワーク活動推進事業 

  ～やさしさを紡ぐ福祉協力員！～」 

北九州市社会福祉協議会 
地域福祉部 地域支援課 

主  事      坂邊 亮輔 

10：25～  

10：40 

◇事業説明２ 

「いのちをつなぐネットワーク事業 

  ～困難事例はおまかせください！～」 

戸畑区役所 保健福祉課 

いのちをつなぐネットワーク係 

係 長   .中村 孝 

10:40～ 

11:55 

◇グループワーク 

「先輩に学ぼう！ 活動のコツ！ 

福祉協力員の支えあい活動」 

天籟寺地区社会福祉協議会 

 福祉協力員 林 サヱ子 

北沢見地区社会福祉協議会 

 福祉協力員 吉田 公子 

       宗 サヨ子 

～12：00 閉会挨拶 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

24 
人 

24 
人 24 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 9 ・ 16 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 
 
 

主 な 意 見 

■ 社協やふれあいネットワーク活動のしくみがよく分かった。 

■ 何に取り組んだらよいかわからなかったが、沢山のアドバイスをいただけて、とても 

■ よかった。 

■ 違う地域の方達の活動が大変参考になった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 先輩福祉協力員の体験談やグループワークは、身近で分かりやすく、新任の方の不安 

■ や疑問を話せるよい交流の機会だったと思う。 

■ もう少しグループワークの時間が欲しかったという意見もあったため、来年度は、講 

 習時間配分を見直していきたい。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
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や
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ト
ワ
ー
ク
事
業 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先
輩
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学
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活
動
の
コ
ツ
！
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福
祉
協
力
員
の
支
え
あ
い
活
動 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

24 
件 

満足 
できたか？ 

15 9 0 0 0 

100.0 ％ 62.5 % 37.5 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 

 

１ 目   的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ
ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合い
のまちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つのしくみを  
活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   門司区内の福祉協力員等 

４ 研 修 会 場   門司生涯学習センター２階 第 1、第２研修室(門司区栄町 3-7) 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１０月２４日（木） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付  

13：00～ 開 会 

北九州市社会福祉協議会 

門司区事務所 

（門司区社会福祉協議会） 

13：05～ 

14：10 

講 義 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～14：20 休 憩  

14：20～ 

15：25 

グループワーク・まとめ 

「地域の福祉力を高めるために 

必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

15：25～ 

15：30 
閉 会 

北九州市社会福祉協議会 

門司区事務所 

（門司区社会福祉協議会） 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

23 
人 

23 
人 23 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 0 ・ 23 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 高齢化社会が進む中で、どのように対応したらよいか考えさせられた。 

■ 協力員もボランティア精神でがんばろう。 

■ わだかまり、迷いなどが少し開けたような気がする。 

■ 中村先生の話、わかりやすく、いかに共生しないといけないかわかった。 

■ 生きるためのセーフティネットをいかに使いこなすか？まだまだ勉強が足りな 

■ いと思った。「孤立させない」を頭にたたき込もうと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 中村先生の熱心な話しぶりに、引き込まれるように話を聞いている姿が印象的 

■ だった。有意義な時間だったと思われる。 

■ グル―プワークでは、他地区と活動の話や情報交換をしていた。また、先生に 

 直接質問したり、熱心な様子が伺えた。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

20 
件 

満足 
できたか？ 

15 2 0 0 0 

87.0 ％ 75.0 % 10.0 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 
 
１ 目    的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ

ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合いの
まちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを

活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

          今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   小倉北区内の福祉協力員等 

４ 研修会場   北九州市立男女共同参画センター「ムーブ」５階大セミナールーム（小倉北区大手町１１番４号） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１１月１９日（火） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付  

13：00～ 開 会 
北九州市社会福祉協議会 
小倉北区事務所 
事務所長   小池 昭 

13：05～ 

14：05 

講 義 

 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～14：15 休憩 

14：15～ 

  15：25 

 

 

グループワーク・まとめ 

 

「地域の福祉力を高めるために 

    必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

 

 

 

 

 

 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～15：30 閉 会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

34 
人 

34 
人 34 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 19 ・ 15 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 人と人のつながりの大切さを再確認できた。今、日本が置かれている状況を知 

■ っていくことの大切さ。今の自分に何ができるかなど。人の為に行動すること 

■ が素晴らしい生き方だと思った。 

■ 地域における支え合いの重要性がわかった。まだまだ勉強することばかりだと 

■ 思った。 

■ 中村先生の話は現実性な話があり、楽しくやる事ができる。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 校区で話合いをして勉強したいとの意欲的な意見もあったので、今後も話し合 

■ いや交流の場は、積極的に取り入れていきたいと思った。 

■ 中村先生の熱意あり、ユーモアありの講義は、長時間の研修だったが、受講者 

 を飽きさせず、楽しく学べたという声が多くあった。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

ま
と
め 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

24 
件 

満足 
できたか？ 

17 3 4 0 0 

70.6 ％ 70.8 % 12.5 % 16.7 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 
 
１ 目  的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワー

ク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合いのま
ちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを活
かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくりなど
にも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

       今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地域

での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらなる充
実を図ることを目的とします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   小倉南区内の福祉協力員等 

４ 研修会場   小倉南生涯学習センター３階視聴覚室（小倉南区若園５－１－５） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容  令和元年１２月１４日（土） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付 

13：00～ 開 会 
小倉南区社会福祉協議会 
 会 長   築 別 邦 博 

13：05～ 

14：10 

講 義 

 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～14：20 休 憩 

14：20～ 

15：25 

グループワーク・まとめ 

 

「地域の福祉力を高めるために 

必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～15：30 閉 会 
小倉南区社会福祉協議会 
 事務所長 﨑 田 一 彦 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

54 
人 

53 
人 53 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 3 ・ 51 98.1 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 中村先生のわかりやすく楽しいお話でやる気をもらうことができた。 

■ 福祉協力員としての役割の大切さを再認識することができた。 

■ 皆が安全・安心して地域で老後を過ごせるように協力していこうと思う。 

■ 各地域の活動が違うことがわかり、良い所は参考にしていきたい。 

■ 他の地域の様子を聞くことができとても良かった。 

■ 今日の学びをこれからの地域活動に活かしていきたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 中村先生の熱意ある講義が分かりやすく、参加者にとって楽しく学ぶことがで 

■ き、有意義な時間になったのではないかと思われる。 

■ グループワークでは、他校(地)区と情報交換ができるため、今後の活動の参考 

 となったり、モチベーションションアップにつながる貴重な時間だと感じた。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

51 
件 

満足 
できたか？ 

42 7 0 0 0 

96.2 ％ 82.4 % 13.7 % 0 % 0 % 0 % 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №38 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 

１ 目   的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ
ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合い
のまちづくり」を進めています。 
昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを

活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

          今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受 講 対 象   若松区内の福祉協力員等 

４ 研 修 会 場   クレカ若松（若松ボート内）２階 市民ホール 
（若松区赤岩町 13-1） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１１月７日（木） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付  

13：00～ 開 会 

北九州市社会福祉協議会 

若松区事務所 

（若松区社会福祉協議会） 

事務所長 木下 義憲 

13：05～ 

14：05 

講 義 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

14：05～ 

14：15 
休憩 

14：15～ 

15：25 

グループワーク・まとめ 

「地域の福祉力を高めるために必要な 

ことについて話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～15：30 閉 会 北九州市社会福祉協議会 

 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №38 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

53 
人 

49 
人 49 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 4 ・ 49 92.5 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ とてもわかりやすい講話で役立つ知識をたくさん得ることができた。 

■ 協力員の役割が少しわかるようになり、良かった。 

■ 2025年の高齢者増加に向けて、自分達で住みよい街づくりをしないといけない 

■ と感じた。 

■ 若い人に地域力を高めていくことをつなぐことの重要性をあらためて感じた。 

■ 交流することで、良い勉強になった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 講義内容は大変好評だった。 

■ グループワークでは、他校（地）区との情報交換ができてよかったという意見 

■ が多数あった。 

■ 福祉協力員の仕事が理解できて、今後の活動の参考になったようだ。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

  

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

46 
件 

満足 
できたか？ 

34 9 0 0 0 

93.9 ％ 73.9 % 19.6 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 
 
１ 目    的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ

ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合いの
まちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを

活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

          今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   八幡東区内の福祉協力員等 

４ 研修会場   レインボープラザ ７階 ７１会議室 

（八幡東区中央２丁目１－１） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１０月５日（土） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付 

13：00～ 開 会 
八幡東区社会福祉協議会 
 会  長 半 田 康 行 

13：05～ 

14：10 

講 義 

 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～14：20 休 憩 

14：20～ 

15：25 

グループワーク・まとめ 

 

「地域の福祉力を高めるために 

必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～15：30 閉 会 
八幡東区社会福祉協議会 
 事務所長 本 村 哲 也 

 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №39 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

25 
人 

25 
人 25 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 16 ・ 9 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ グループワークの中で、他地域の情報を聞くことができてよかった。 

■ 福祉の重要性について、改めて認識することができた。 

■ 助け合いのしくみについて学ぶことができた。 

■ 地域で支え合っていくために、どのようにしていけばよいかということを他地 

■ 区の活動を参考にしながらグループのみんなで考えることができた。 

■ 中村先生の講義は、楽しく具体的でとてもわかりやすい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 中村先生の熱意ある講義が分かりやすく、参加者にとって楽しく学ぶことがで 

■ き、有意義な時間になったのではないかと思われる。 

■ グループワークでは、他地区と情報交換ができるため、今後の活動の参考とな 

 ったり、モチベーションションアップにつながる貴重な時間だと感じた。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

24 
件 

満足 
できたか？ 

14 7 1 0 0 

96.0 ％ 58.3 % 29.2 % 4.2 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 
 
１ 目    的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ

ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合いの
まちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを

活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

          今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   八幡西区内の福祉協力員等 

４ 研修会場   北九州市立八幡西生涯学習総合センター 大会議室 
（八幡西区黒崎三丁目１５―３ コムシティ３階） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年９月４日（水） 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付 

13：00～ 開 会 
八幡西区社会福祉協議会 
 会 長  奥 尾 一 雄 

13：10～ 

14：10 

講 義 

 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～14：20 休 憩 

14：20～ 

15：55 

グループワーク・まとめ 

 

「地域の福祉力を高めるために 

必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中 村 秀 一 

～16：00 閉 会 
八幡西区社会福祉協議会 
 事務所長  久留島 一 暢 

 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №40 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

56 
人 

55 
人 55 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 6 ・ 50 98.2 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 見守りは訪問をするということだけではなく、対象者との関りがある第三者と 

■ 接点を持つことも大切であるということに気づくことができた。 

■ 孤立を防ぐということは本当に大切なことだと感じた。 

■ 学んだことを通じて、自分の地域でできることを考えてみたい。 

■ 地域のみなさんと共に生きる重要性について再認識することができたので、こ 

■ れからも助け合いながら安心して暮らせるまちを作っていきたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 中村先生の熱意ある講義が分かりやすく、参加者にとって楽しく学ぶことがで 

■ き、有意義な時間になったのではないかと思われる。 

■ グループワークでは、他校(地)区と情報交換ができるため、今後の活動の参考 

 となったり、モチベーションションアップにつながる貴重な時間だと感じた。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

43 
件 

満足 
できたか？ 

42 1 0 0 0 

78.2 ％ 97.7 % 2.3 % 0 % 0 % 0 % 
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― 令和元年度 ― 

現任福祉協力員研修 実施要領 
 
 
１ 目    的   私たち社会福祉協議会は、住民主体による「ふれあいネットワ

ーク活動」を中心として、「みんなが安心して暮らせる支え合いの
まちづくり」を進めています。 

昨今では、この見守り・助け合い・話し合いの３つの仕組みを

活かし、サロン等の生活支援活動や災害時の福祉救援体制づくり
などにも取り組み、地域社会に必要な福祉活動となっています。 

          今回の研修では、これからの地域共生社会の実現に向けて、地

域での支え合いの重要性を再認識することで、福祉活動のさらな
る充実を図ることを目的とします。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   戸畑区内の福祉協力員等 

４ 研修会場   戸畑区役所 ３階 大会議室（戸畑区千防１丁目１－１） 

５ 参 加 費   無 料 

６ 日時・内容   令和元年１２月１０日（火）13：00～15：30 

時 間 内   容 講 師 等 

12：30～ 受 付  

13：00～ 開 会 
戸畑区社会福祉協議会 
会 長  福田 泰治 

13：05～ 

14：05 

講  義 

 

「地域共生社会の実現に向けて」 

～地域における支え合いの重要性～ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～14：15 休憩 

14：15～ 

  15：25 

グループワーク・まとめ 

 

「地域の福祉力を高めるために 

    必要なことについて 

話し合ってみましょう」 

九州大谷短期大学 福祉学科 

学科長/教授 中村 秀一 

～15：30 閉 会 北九州市社会福祉協議会 

 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №41 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

28 
人 

26 
人 26 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 6 ・ 22 92.9 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 具体的内容で理解できた。 

■ 色々な地域の話が聞けてよかった。 

■ 協力員の方の色々な苦労話や活動を聞けて大変勉強になった。 

■ 他区の活動の意見交換が出来て参考になった。 

■ 各地域の状況が判り、地域の見直しのヒントが得られた。 

■ 本日みたいな研修会を年に数回していただきたいと思う。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 中村先生の講義は、わかりやすく、理解できた。という声が多く、有意義だっ 

■ たと思う。 

■ グループワークでは、互いに情報交換をし、いまの各地域の状況を共有でき、 

 またこれからの活動の参考にもなる良い機会だと思った。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 

 

講
義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

23 
件 

満足 
できたか？ 

15 6 0 0 0 

88.5 ％ 65.2 % 26.1 % 0 % 0 % 0 % 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №42               

88 

― 令和元年度 ― 

地域福祉活動専門研修 実施要領 
～ わがまちの福祉のまちづくり中長期計画策定に向けて ～ 

 

１ 目   的   私たちのまち北九州市では、「みんなが安心して暮らせる支え合いの
まちづくり」を目指し、小地域における福祉活動の要「校(地)区社会福
祉協議会」が中心となり、地域の福祉課題に対応できるよう「ふれあい
ネットワーク活動」に取り組んでいます。 
この活動の指針となる「北九州市地域福祉活動第五次計画」を推進す

るうえで、校(地)区社協が策定する「小地域福祉活動計画」は、大変重
要な役割を担います。 
本研修では、計画づくりの意義と必要性等の理解を深めるとともに、

校(地)区社協の計画策定が実現することを願い、開催するものです。 

２ 実施主体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 開催会場   ウェルとばた 2階多目的ホール（戸畑区汐井町 1-6） 

４ 対 象 者   校(地)区社会福祉協議会の事務局長、ふれあいネットワーク活動部会
長、福祉協力員、民生委員・児童委員など【定員 80名】 

          ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

５ 日時・内容   令和元年 12月 13日（金） 

   テーマ：小地域福祉活動計画づくりの意義と必要性を学ぶ 
※本研修は、令和2年度に第一次計画並びに第二次計画の策定に取り組む校(地)

区社会福祉協議会の皆様に、計画づくりの意義と校(地)区社協にとっての成果を

学んでいただきます。 

時 間 プログラム  講 師 等 

13：00 
～13：15 

開 講 
北九州市社会福祉ボランティア大学校 

校 長 久 塚 純 一 

オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

13：15 
～14：00 

講 義 

「小地域福祉活動計画の意義と必要性」 
福岡県立大学 

人間社会学部 社会福祉学科 

  教 授 村 山 浩一郎 

14：00 
～15：00 

パネルディスカッション ～ 事 例 発 表 ～ 

 

◆発表 ① 「中央第一地区の元気プラン」 
八幡東区 
中央第一地区社会福祉協議会 

会  長 畠 中 聡 之   

◆発表 ② 「一枝地区のあったかプラン」 
戸畑区 
一枝地区社会福祉協議会 

会  長  堀  渕  正 

～15：15 休 憩 

15：15 
～15：50 

講 義 

「小地域福祉活動計画の成果と展望」 

福岡県立大学 

人間社会学部 社会福祉学科 

  教 授 村 山 浩一郎 

～16：00 閉 講 
北九州市社会福祉協議会 

事務局長 礒 田 佳 宏 
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①

②

③

■ 実施状況 

参 加 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

91 
人 

83 
人 83 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

3 

時間 51 ・ 40 91.2 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 今後の研修に活かしてみたいと思った。とても勉強になった。 

■ 小地域福祉活動を推進中ですが、計画内容と実施内容に差異が出ることは有意義なこ 

■ とであると実感した。 

■ 地域全体で活動するという原点を確認できたと思う。楽しみながら計画を再構築して 

■ いきたいと思う。 

■ 次世代へつなぐことが大切だと思った。今後ウェルクラブを検討したい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 先進校地区の事例発表は、具体的で参考になったという声も多く、計画づくりや小地 

■ 域福祉活動の意義や重要性も再確認してもらえたように感じた。 

■ 事例発表や質疑の時間をもう少しとって欲しいとの声もあったので、時間配分を見直 

 したい。 
 

■ 研修風景 

開
会
の
挨
拶 

 

村
山
先
生
の
講
義 

 

事
例
発
表 

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

65 
件 

満足 
できたか？ 

27 32 4 0 0 

78.3 ％ 41.5 % 49.2 % 6.2 % 0 % 0 % 
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社会福祉法人北九州市社会福祉協議会 

開 催 要 綱 
 

 
１ 大会テーマ （※市民ふれあいフェスティバルと共通テーマ） 

「 福祉文化の交流 ～共に生きよう つながるこころ～ 」 

２ 趣   旨 

近年の経済的困窮や社会的孤立等の社会問題が深刻化する中、国においては、「地域共生社

会」の実現に向け、地域住民が互いの多様性を認め合い、当事者として主体的に地域課題や共

通の目標に取り組み、支え合い、生活を豊かにしていくための場とつながりの再構築を目指し

ていくこととしています。 

社会福祉協議会（以下、社協。）においては、他の社会福祉法人・福祉施設等とともに社会福

祉法人の責務である「地域における公益的な取組」の実施などを通じて、さまざまな地域の生

活課題や福祉ニーズに総合的かつ専門的に対応していくことが期待されており、本年８月に市

内の各種別の社会福祉施設協議会と相互協力協定を締結しました。 

この協定を通して、事業開始２５周年を迎えた「ふれあいネットワーク活動」に取り組む市

内１５５の校(地)区社協と福祉施設等をつなぎ、連携しながら、みんなが安心して暮らせる支

え合いのまちづくりの更なる発展を進めてまいります。 

また、ボランティアや学生、地縁組織等、多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や

分野を超えてつながる力は、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社

会を生みだす原動力です。 

本大会は、市民及び福祉関係者、ボランティア等が一堂に会し、社会福祉に関する課題の解

決に向けた決意を新たにするとともに、永年にわたり社会福祉の発展に功績等のあった方々に

感謝と敬意を表し、本市における福祉活動のさらなる普及と社会福祉の一層の充実を図ること

を目的として開催します。 

３ 日   時 
令和元年１０月２７日（日）１０：００～１２：２０（受付９：１５～） 

４ 主   催  
社会福祉法人北九州市社会福祉協議会 

５ 共   催  
北九州市、北九州市民生委員児童委員協議会、北九州市障害福祉団体連絡協議会、北九州市

保育所連盟、北九州高齢者福祉事業協会、北九州市障害児施設連盟、北九州市児童養護施設

協議会、北九州市障害者施設協議会 

６ 後   援  
   北九州市教育委員会、朝日新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社、西日本新聞社、日本経

済新聞社北九州支局、時事通信社北九州支局、一般社団法人共同通信社福岡支社、NHK北九

州放送局、RKB毎日放送、九州朝日放送、TNCテレビ西日本、FBS福岡放送、TVQ九州放送 

７ 参 加 者 
 北九州市社会福祉協議会会長表彰被表彰者、各社協役職員、社会福祉施設役職員、 

社会福祉団体役職員、民生委員、学校関係者、ＮＰＯ、一般市民等 
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①

②

③

④ ⑤

８ 内   容               ※手話通訳・要約筆記あり。 
9:15  受   付 

10：00  開会・オープニング 「ストリートダンス」 
             北九州市立高等学校 ダンス部 

N9SD CREW（ノースナインステイツダンスクルー） 

10：25  記念講演（地域福祉活動指導者研修「トップセミナー」） 
「地域のつながりを取り戻す！ ～あなたが動けば地域が変わる～」 

             九州大学大学院 教授 嶋田
し ま だ

 暁
あき

文
ふみ

氏 

11：25 ― 休 憩 ― 

11：35  北九州市社会福祉協議会会長表彰 記念式典 

12：20  閉   会 

 

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

552 
人 

540 
人 540 

人 

－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 － ・ － 97.8 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 行政に頼るだけでなく、住民同士で協力し合い、支え合いながら地域共生社会 

■ を進めていかなければいけないということを考えることができた。 

■ 成功事例からヒントを多く得る事ができたので、今後の活動の参考にしたい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 事例を交えての講義は、イメージが湧きやすく効果的であるように感じた。 

■ 1 時間という短い時間で講義の内容が充実していた。しかし、早口になってし 

■ まった部分もあるので、時間を少し伸ばすなどの工夫も必要と思われる。 
 

■ 研修風景 

地
域
福
祉
活
動
指
導
者
研
修
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
① 

 地
域
福
祉
活
動
指
導
者
研
修
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
② 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

213 
件 

満足 
できたか？ 

75 103 20 5 4 

39.4 ％ 35.2 % 48.4 % 9.4 % 2.3 % 1.9 % 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №43 

92 

 



小地域福祉活動者（地縁型ボランティア）の育成 №44 

92 

 

― 令和元年度 ― 

校(地)区社会福祉協議会 新任役員研修 実施要領 
１ 趣   旨  私たちのまち北九州市では、「みんなが安心して暮らせる支え合

いのまちづくり」のために、校(地)区社会福祉協議会が中心となり、
地域住民主体の小地域福祉活動を展開しています。 
今回の研修では、新しく校(地)区社会福祉協議会の役員に就任さ

れた方々に、社協活動の基本を確認していただくとともに、リーダ
ーとして校(地)区社会福祉協議会をどのように運営していくのか、
市・区社会福祉協議会と一緒に考えていきます。 

２ 実 施 主 体  北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場  ウェルとばた 2階多目的ホール（戸畑区汐井町 1-6） 
         ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

４ 対 象 者  新たに校(地)区社会福祉協議会役員に就任された方【定員 100 名】 
（新任の会長・副会長・ふれあいネットワーク部会長等） 
※定員を超えた場合、受講調整をすることがありますので、予めご了承く

ださい。 

５ 日程・内容  令和元年 6月 20日（木） 

時 間 内     容 講  師  等 

09：30～ 受  付 

10：00～ 
10：15 開  会・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：15～ 
11：00 

講  義 

「小地域福祉活動の意義と 

校(地)区社協運営について」 

北九州市社会福祉協議会 地域福

祉部 

     部長 下 田  俊 

11：00 
～12：00 

事例紹介 

事例で学ぶ「校(地)区社協の運営」 

コーディネーター 

九州大谷短期大学 福祉学科 

     教授 中 村 秀 一 

 

事 例 Ⅰ 

「地域資源や人との交流を 

活かした支え合いのまちづくり」 

小倉北区今町校区社会福祉協議会 

     会長 福 丸   清 生 

事 例 Ⅱ 

「校区社協の地域活動について」 

小倉南区貫校区社会福祉協議会 

    副会長 松 本  敦 子 

12：00～ 休  憩 

13：00 
～14：45 

講  義 

｢地域の関係団体との連携・協働｣ 

九州大谷短期大学 福祉学科 

     教授 中 村 秀 一 

～15：00 閉  会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

90 
人 

90 
人 90 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

5 

時間 － ・ － 100.0 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 福祉とは何か、新しい目（考え方）が知れた。 

■ わかりやすく社協の役割を知ってもらい助かる。 

■ 色々な事例を聞きました。今後活用してゆきたい。 

■ 各区・校区協議会では多方面は企画・実施されており、持ち帰り参考にしなが 

■ ら少しでも多く出来るものを企画したい。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 社協の役割の話しもわかりやすかったとの声が多かった。ＤＶＤ視聴も効果的 

■ だったと思う。 

■ 事例発表は２校区とも内容が濃く、自分の地域と比較しながら、参考になった 

 り、刺激を受けたようだった。満足度は高かった。 
 

■ 研修風景 

小
地
域
福
祉
活
動
の
意
義
と 

校
（
地
）
区
社
協
運
営
に
つ
い
て 

 

事
例
紹
介
① 

 

事
例
紹
介
② 

 

地
域
の
関
係
団
体
と
の 

連
携
・
協
働 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

71 
件 

満足 
できたか？ 

42 24 3 0 0 

78.9 ％ 59.2 % 33.8 % 4.2 % 0 % 0 % 
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特任講師  村江 史年 

― 令和元年度 ― 

今こそ考えてみよう 災害に強いまちづくり 
まちづくりゼミナール 実施要領 

 
１ 目  的   .「まちづくりゼミナール」は、主に、地域で活躍する指導者を支援す

るため、ゼミナール形式により、地域づくりのための情報交換・討論等  

を行いながら、地域コミュニティの再生に取り組む研修会です。 

          今回は、災害というテーマを切り口に、災害に強いまちづくりにする  

ためには、何が重要で、そして何が必要なのか、地域福祉に焦点を当て  

て私たちにできることを考えます。 

２ 実施主体    北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象    校(地)区社協・地区民児協・まちづくり協議会の役員 30名 
※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

４ 研修会場     ウェルとばた 12階 H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 
          ※駐車場の台数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

５ 研修日時    令和元年 9月 12日（木）、10月 10日（木）、11月 14日（木） 

          いずれも 10：00～12：00 

６ 参 加 費  . 無料 

７ テ ー マ   「災害に強いまちづくり」 

８ 研修内容   

日 程 内  容 講 師 

一
日
目 

9月 12日 

（木） 

   公立大学法人 北九州市立大学 

地域共生教育センター    

特任講師 村江 史年  
 

 

           北九州市社会福祉ボランティア大学校 久塚 純一  

 

■ 現在、地域が抱えている問題点の確認 
～もしもの為に、防災・減災の備えを再点検 

事例Ⅰ  
黒崎第二自治区会 
陣山まちづくり協議会 

会 長   古海 松博 

二
日
目 

10月 10日 

（木） 

■ 災害時、社協や地域の団体だけでは 

活動に限界がある 
～いろいろな団体と連携して活動を 

行うことのメリットを学ぶ 

事例Ⅱ  
志井校区まちづくり協議会  
志井校区社会福祉協議会 
志井校区自治連合会 

会 長  大迫 隆典 

三
日
目 

11月 14日 

（木） 

■ 地域住民とのかかわりの重要性 

～災害時、被災者に寄り添うことの大切さ 

 
公立大学法人 北九州市立大学 
地域共生教育センター 

 

コーディネーター  
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①②

■ 実施状況 

■ アンケート結果 
 

 
 

主 な 意 見 

■ 実体験の話がとても参考になった。 

■ いろいろな方と知り合えて情報交換できて良かった。 

■ ３回を通じ地域の問題点等がわかった。 

■ グループワークで各人の抱える問題が出て、また意見も良かった。 

■ 発想をいろいろな角度から考えてみて子どもから高齢者まで、楽しく参加できる内容 

■ を企画するといいとわかった。 

■ 事業点検 

 

■ 研修風景 

一
日
目 

 

二
日
目 

 

三
日
目 

 

ま
と
め 

 

 

参 加 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

32 
人 

27 
人 87 

人 
－ 

才 

延 

3 

日 

延 

6 

時間 21 ・ 11 84.4 ％ 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

26 
件 

満足 
できたか？ 

14 12 0 0 0 

96.3 ％ 53.8 % 46.2 % 0 % 0 % 0 % 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 普段あまり接点のない他地域との交流の場は、とても有意義だったと思う。 

■ 特性の違った地区の防災取組みの事例発表は、生の声で説得力もあり、質問も活発に 

 飛び交い、受講者の防災意識も高まったように感じた。 
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令和元年度 企業の社会貢献活動セミナー 実施要領 

社会貢献で 企業のイメージアップ！ 
～ 地域と共に成長するために ～ 

 

１ 趣   旨    ...本セミナーでは、これから社会貢献活動に取り組んでみようと 

        考えている、あるいは既に取り組んでいるが、さらに取り組みを 

             進めたいと考えている企業の皆さまを対象に、企業の持つ力をう 

             まく発揮し、地域や関係団体と連携することで生まれる可能性に 

       ついて、取り組み事例などを参考に考えていくことを目的としま 

               す。 

２ 実施主体     北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３  定   員     40名 

４ 研修会場    .ウェルとばた 12階 H・I研修室（戸畑区汐井町１‐６） 

５ 日程・内容    .令和 2年１月 24日（金） 

時 間 内   容 講 師 等 

13：00～ 受 付 

13：30～ 開 会・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

13：35～ 
14：35 

講 義 

「地域も会社もＷｉｎＷｉｎに」 

～地域の社会問題に取り組むことで 

経営の安定や社員の 

モチベーションに繋がる～ 
 

岡山県ボランティア・ 

ＮＰＯ活動支援センター 

ＣＳＲ相談員 小桐 登 

14：35～ 
14：40 

休 憩 

14：40～ 
15：30 

グループワーク 

「ＣＳＲとＳＤＧｓの 

関わりを考える」 

岡山県ボランティア・ 

ＮＰＯ活動支援センター 

ＣＳＲ相談員 小桐 登 

15：30 閉 会 北九州市社会福祉協議会 
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①

②

③

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

21 
人 

20 
人 20 

人 
－ 

才 

延 

1 

日 

延 

2 

時間 16 ・ 5 95.2 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ ＣＳＲとＳＤＧsのかかわり方がよく理解できた。 

■ 他の職業の方の意見が聞けてとても有意義だった。 

■ コミュニケーションが図れて楽しく過ごすことができた。 

■ 自分の課題の解決策が見えてきた。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 今回は２時間で実施したが、セミナーが短いとの意見もあった。また、異業種 

■ が交流できる貴重な機会なので、講習後、受講者同士の交流時間を少しでも設 

 けるなど、受講者にとってより有益な研修となるよう工夫していきたい。 

■ カードを使ったグループワークは新鮮で楽しく学べたという意見が多かった。 
 

■ 研修風景 

開
会
挨
拶 

 

講 
 

義 

 

ワ
ー
ク 

 

 

ワ
ー
ク 

 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

18 
件 

満足 
できたか？ 

12 5 1 0 0 

90.0 ％ 66.7.% 27.8.% 5.6.% 0 % 0 % 
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令和元年度 社会福祉法人の社会貢献活動セミナー 実施要領 

社会福祉法人の地域における公益的な取組について 

１ 趣  旨    社会福祉法人の地域における公益的な取組が責務化された背景には、「既
存の制度では十分に対応できない方々に対する支援の実施」や、「社会福祉
法人の持つ専門性や機能を活かした支援の発揮」が地域に求められているこ
となどが挙げられます。 

. 昨年８月に北九州市社会福祉協議会と市内の各種別の社会福祉施設協議
会と相互協力協定を締結しました。この協定に基づき、社会福祉法人の責務
である「地域における公益的な取組」の実施などを通じて、地域のさまざま
な生活課題や福祉ニーズに総合的かつ専門的に対応していくことが期待さ
れています。 

 今回は、社会福祉法人の「地域における公益的な取組」について考え、今
後の実践につなげていくことを目的に開催します。 

２ 実施主体    北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 受講対象   社会福祉法人の代表者・実務担当者、協力団体など 

４ 研修会場   ウェルとばた ２階 多目的ホール 

５ 実施日時   令和２年３月１０日（火） １３：００～１６：００ 

６ 参 加 費    無料 

７ 研修内容 

時  間 内  容 講 師 等 

12：30～ 受  付  

13：00～ 開  会・オリエンテーション 
北九州市社会福祉協議会 

常務理事 坂田 春樹 

13：05～ 

     13：35 

基調説明 

「今こそ社会福祉法人が 

その力を発揮するとき」 

北九州市保育所連盟 

会  長 酒井 光義 

13：35～ 

   13：55 

講  義 

「社会福祉施設と社協との地域における 

  今後の活動の展望について」 

北九州市社会福祉協議会 

事務局長 礒田 佳宏 

～14：05 休  憩  

14：05～ 

   14：45 

実践発表 

① 高齢者施設の機能と 

校(地)区社協活動との連携 

 

② 地域と連携した施設が 

災害時にできること 

 

①地域密着型介護老人福祉施設 

サングリーンアネモス 

総括部長 藤原 大樹 

②障害者支援施設 

北九州あゆみの里 

 統括主任 八谷 浩太郎 

～14：55 質疑応答  

15：35～ 

   15：55 
総  括 

北九州市社会福祉協議会 

事務局長 礒田 佳宏 

    ～16：00 閉会挨拶 
北九州市社会福祉ボランティア大学校 

校  長 久塚 純一 
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①

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

42 
人 

－ 
人 － 

人 
－ 

才 

延 

－ 

日 

延 

－ 

時間 － ・ － － ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■  

■  
■  
■  

 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

■  

  

■  
 

■ 研修風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

－ 
件 

満足 
できたか？ 

－ － － － － 

－ ％ －.% －.% －.% － % － % 



ボランティア･市民活動支援者の育成 №48 

100 

令和元年度 ボランティアコーディネート研修 実施要領 

ボランティアとのかかわり方を学ぼう‼ 

～ いま求められるボランティアコーディネーションとは ～ 
 

１ 趣   旨   社会福祉施設や市民センター・校(地)区社協等でボランティア
受入担当者（ボランティアコーディネーター等）を対象に、施設
利用者、ボランティア、担当者それぞれにとってプラスになるよ
うなコーディネーションとは何かを学びます。 

２ 実 施 主 体   北九州市社会福祉協議会・北九州市 

３ 会   場   ウェルとばた 12H・I研修室（戸畑区汐井町 1-6） 
※駐車場は限りがございます。公共交通機関をご利用ください。 

４ 対  象  者   社会福祉施設や病院、市民センター、校(地)区社協活動等にお
いて、ボランティアコーディネーション(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ受入等)を担う
方【定員 40名】 

※応募者多数の場合は抽選させていただきます。あらかじめご了承ください。 

５ 受  講  料   700円（研修初日にお渡しする納付書により、金融機関でお支払い下さい。） 

６ 日程・内容 

日 時 内  容 講 師 

7 月24 日 

（水） 

 

10月25日 

（金） 

 

09：30 受 付 

09：45 開 会・オリエンテーション 北九州市社会福祉協議会 

10：00 
～ 

10：30 

事業紹介 

「ボランティア活動について」 
ボランティア・市民活動センター  

活動推進課 
10：45 
～ 

12：00 

講義 

「ボランティアコーディネートとは」 

12：00 昼休み  

13：00 
～ 

15：30 

講 義・ワーク 

「ボランティアさん！いらっしゃい」 

 

養護老人ホ-ム 徳寿園 

園長 宮﨑 浩 

15：30 閉 会  北九州市社会福祉協議会 
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①

②

■ 実施状況 

受 講 者 

申込者数 出席者数 
延出席者数 平均年齢 

研  修 

日 数 等 

開催日数 研修時間 
（男・女） （出席率） 

37 
人 

33 
人 33 

人 
47.9 

才 

延 

2 

日 

延 

12 

時間 8 ・ 29 89.2 ％ 
 

■ アンケート結果 
 

 

主 な 意 見 

■ 施設のボランティアの受入れについて考えることができた。 

■ 学生ボランティアが多いので緊張感をほぐすやり方等、実践していきたい。 

■ 活動にあたっての心づもりがとても分かり易く良かった。 

■ 具体的で明日から取り入れできる事が多く、他の人々の考えも参考になった。 
 

■ 事業点検 

点検・講評 

 

(今後の取り組み) 

■ ワークを多く取り入れたので、体感で学べ、受講者の興味を引き付けた研修 

■ だったと思う。 

■ ストロータワーでは職種の垣根を越えて協力し合い、白熱したワークで受講 

■ 者にとっても満足度の高い講習研修だった。 
 

■ 研修風景 

講
義
① 

 

ワ
ー
ク 

 

ワ
ー
ク 

 

 

修
了
書
授
与
式 

 

 

全 体 評 価 

回 答 研修全体 
について 

① ② ③ ④ ⑤ 

全く 
その通り 

どちらかと 
言うと 
その通り 

どちらとも 
言えない 

どちらかと 
言うと 

そうでない 

全く 
そうでない （回収率） 

31 
件 

満足 
できたか？ 

24 7 0 0 0 

93.9 ％ 77.4% 22.6% 0 % 0 % 0 % 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 北九州市社会福祉協議会 

ボランティア・市民活動センター研修課 
（北九州市社会福祉ボランティア大学校） 

〒804-0067  北九州市戸畑区汐井町１番６号 ウェルとばた３階 

ＴＥＬ ０９３（８８１）６３２１ 

F A X ０９３（８８１）６３０６ 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kitaq-shakyo.or.jp/vol 

 
 

 

このキャラクターは、子どもたちの小地域
福祉活動から生まれた社会福祉協議会マス
コットです。プチボザウルスのプチボとは、
プチ「小さな、ほんの少しの」ボランティ
ア（福祉活動などに参加する人）の意味を
持ち、「みんなが安心して暮らせる支え合い
のまちづくり」をすすめる社会福祉協議会
の活動をイメージしています。 

イメージキャラクター 

 「プチボザウルス」 


